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1 気 象 概 況

（1）　昭和53年の気象（含地震）概況

全　般　概　況

　　近年しばしば異常な天候が現われているが、昭和53年もかなり異常な天候であった。

　　すなわち年間を通じ、高温、少雨、多照の傾向が目立ち、松江・浜田・西郷の昭和53年の

　気象を過去の記録と比較するとつぎの表のようになる。
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気　　温（高い順位） 降水量（少ない順位） 日照時間（多い順位）
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15．8
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（14．9） 1，369
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（1，702） 2，165
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2，249

P940

2，226
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（1，930）

西
　
郷

14．2

V位

14．8

P961

14．8

P959

（13．8） 1，551

T位

979

P973

1，341

P974

（1，888） 2，264

Q位

2，276

P973
（本年）

（1，981）

（註）観測統計開始：松江1941（昭16）年、浜田1893（明26）年ただし日照時間は1899年・

　　　　　　　　　西郷1940（昭15）年。

　　しかし異常気象が少雨傾向であったので、災害の面では比較的軽微な年であったといえるだ

ろう。

　季節を追って概観すると、1月は暖冬であったが2～3月はほぼ平年並の天候で時々寒波に

見舞われた。4～5月は気温は高く異常な少雨と在り4～5月合計雨量は松江、浜田、西郷と

もそれぞれ観測開始以来第1位の少雨、また4月には松江、浜田でそれぞれ観測開始以来第1

位の日最高気温を記録した。

　梅雨の入りは平年並で6月の雨量は平年よりやや多かったが、気圧配置は例年とはかなり異

なりいわゆる梅雨らしい気圧配置は極めて少なかった。梅雨明けは非常に早く7月3日に明け

た。

　梅雨明け後から8月にかけてはほとんど毎日30℃をこえるきびしい暑さが続き・記録的左

高温、少雨、多照となり、少雨は県の東部で顕著であった。

　9月15日に台風18号が中国地方を東進し一時風雨が強まったがあまり大したことはなく、
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9～11月はひきつづき少雨傾向ながらほぼ平年並の気象であった。

　初雪は沿岸部（松江、浜田、西郷）では11月28日で平年よりかなり早かったが寒波は一

時的で、12月は暖冬で天気がよぐ記録的な多照（松江、西郷で第1位）であった。しかし浜

田では降水量が多く12月としては観測開始以来第3位の多雨記録であった。

異　常　気　象

　　主な異常気象またa顕著な気象現象を列挙するとつぎのと参りである。（これらの気象状況

　等については、つぎの「月ごとの気象経過」の項でのべる。）

〔1）
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1月2日夜～3日の低気圧による暴風と東部山間部の強い湿った雪。

1月31日～2月3日の強風、大雪・低温0

2月15日～19日の強風、大雪、低温。

4月15日の異常高温

4～5月の異常少雨

6月12日の県東部を中心とする強電、降ひょう・強雨

7～8月の異常高温、少雨、多照

8月3日島根県を北上した台風8号（小型、並）による大雨と強風

9月15日中国地方を縦断（東北東進）した台風18号（小型、並）による大雨と強風

12月の多照と浜田の多降水量

ズ●

（2）　月ごとの気象経過

1月：2日灘ら3日午前にかけて・1・さ砥気圧醗達し夢ら山陰沿岸を東進し・こ煉伴っ

　　て2日夜は所々で最大瞬間風速30m／8をこえる暴風が吹き荒れ・また3日は東部山間部を中

　　、らに非常躍った雪撤しぐ働（1時間降水量7～1伽・総降水量5。～60確達し真

　　冬としては珍らしい）、積雪は3・～6・曜達した・このため樹林の着冠雪・電線着勲ど

　　が甚しぐ、植樹榊どに大沖被害があり、旅翻の断線・電柱の倒壊などの鋤大規灘

　　長時間の停電が発生した。その俵、月の前半は冬型の気圧配置は弱く一時的で晴れ間の多い暖

　　冬が続いたが、月の後半にほぼ平年並の気温と勧月末には強曜波が吹き出した・月の平均

　　気温はやや高く、日照時間は平年並・降水量は少な目であった。

　2月：この冬前半の暖冬から嘱して魅2月と左つたが・肝均気温は平取りやや励程度
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であった。1月末から2月初めにかけてと月半ぱすぎにきびしい寒波に見誓われ・最大風速は

　10～16皿／8（最大瞬間風速は20～25皿／8）、最低気温は沿岸部で一5℃前後・山間部

　で一10℃前鋒、最深積雪は沿岸部で20～30㎝、山間部で50～80侃（三井野は110㎝）

に達した。この程度の寒波は例年見られるものであるが・西部沿革部‘益田・三隅方面）の30

㎝近い積雪（17、18日）はこの地方としてはか走りの大雪であった。月末には発達した低

気圧が日本海を通り島根県では不明瞭であったが春一番となり、一時風雨が強喪った。なむ月

間の降水量、日照時間はともにやや少左かった。

3月：上旬は天気は周期的に変わり気温は高目であったが、10 日に発達した低気圧が日本海を

通り、西よりの風が強ぐ最大風速は浜田で19皿／8、最大瞬間風速は西郷で27吊／Sを記録し

　た。その後しばらぐ強い冬型気圧配置ξ在り寒く・山間部と隠岐島では10～20㎝の積雪が

　あった。月の後半は21～22日に一時風雨となったがむむむね平年並の気象で経過した。

　　月間を通じては、気温、降水量は平年並、日照時間はやや多かった。

4月：月初めは気温低ぐ棲の開花も平年より4日ほどむくれた瓜その後は暖かい晴れの日が多

　かった。15日には日本海を低気圧が通り、フェーン現象が起こり最高気温は松江30．7℃、浜

　田29．1℃で4月としてはともに観測開始以来第1位の高温記録となった。下旬に入って22、

　26日に山間部の一部で霜があったが冷えこみは全般に弱く、松江・浜田・西郷の霜の終り

　（浜田、西郷では3月）は平年より3～12日も早かった。

　　月降水量は40～80㎜で極めて少なぐ、観測開始以来松江は第1位、浜田、西郷はともに

　第2位の少雨記録であったが、月平均気温はやや高ぐ日照時間はやや多かった。

5月：東西に広がる高圧帯にむむわれることが多かったので雨の日は少な＜・4月に続いて5月

　も記録的な少雨と在った（観測開始以来西郷36鳳で第1位・松江56㎜で第3位）・気温は

　やや高目に繹過し、朝の冷えこみも弱く・晩霜は3日朝横田で観測した程度であった。月間日

　照時間はやや多かった。

　　なむ4～5月合計雨量は松江、浜田、西郷では100㎜内外、平年の34～44％でそれぞれ

　観測開始以来第1位の少雨記録であった0

6月：典型的な梅雨型気圧配置はほとんど現われ左かったが、前線は急速に南北に移動すること

　が多ぐ、前線が山陰を通過する前後に雨が降り月降水量は平年よりやや多かった。10日から

　11日にかけて前線が日本海から南下し、これに伴って50～100㎜の雨が降り平年より2日

　早く11日梅雨に入った（島根県では10日午後から雨が降り始めた）。12日には、上空に

　強い寒気を伴った低気圧が山陰沖に近づき非常に不安定左気象状態と在り、県の東部を中心に

　強い雷と大きいひょう（大きいものはピンポン大ぐらい）が降り、また赤来町では1時間に66
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㎜（12日の総雨量100㎝）の強雨が降り農作物などに被害があった。20日には台風3号の

弱まった底気圧が山陰地方を通り、県の西部を中心に50～80欄、六日市では124㎜、また

　29日夜から30日にかけても多い所（沿岸部）で100燗内外の雨が降った。

　月平均気温はやや高く、月間の日照時間は平年並であった。

7月：太平洋高気圧の勢力が強く、平年より15日も早く7月3日に梅雨は明け、その後はほと

んど毎日30℃をこすきびしい暑さが続き、月を通じての暑さの記録は更新され、松江の月平

均気温27．5℃、目最高気温30℃以上（真夏日）の日数29日はとも噸測開始以来第1位

　の記録であり、浜田、西郷でも記録的な高温であった。中旬の初めに日本海を南下した前線の

　影響で不安定な天気が2～3日締き、雷雨が発生し、県中部東部爾沿岸部を中心に50～100

　㎜の雨が降ったが、そのほかは雨らしい雨はほとんど左かった。この結果7月降水量は記録的

　（5位以内）た少雨となり、また日照時間は多ぐ松江で第2位、西郷で第3位の多照記録とな

　つた。

　　なむ、梅雨期間の降水量は松江では平年の50％にすぎなかった。

8月：引き続き夏型の気圧配置で連日きびしい暑さとなり、松江では日最高気温30℃以上の日

　数は30日で第1位の記録と走った。また浜田では1日の最高気温は37・1℃となり・年を通

　じて観測開始以来第1位の高温記録、西郷の34．6℃（1日）は8月としては観泪［1開始以来第

　1位の高温記録であった。

　　降水量は県東部と西部沿岸部では7月に続いて少なかったが、台風8号と周期的に通った気

　圧の谷の影響で県中部を中心にかなりの雨（桜江、福光では200伽以上）が降り、また24日

　早朝には大原郡加茂町、大東町付近で局地的大雨があり一部では床下浸水などの被害があった。

　このため月降水量は地域によって差が大きぐ、松江では50聯で平年の34％であったが・浜

　田では76％、西郷では平年を上回った。月間の日照時間は各地ともやや多かった。

　　本県に影響した台風は3日早朝県の東部を北上した台風 8号（小型・並）でこれに伴ない一

　時風雨が強まり県の中部と東部の所々で50～100㎜の雨が降った。

9月：月を通じての気象は、台風18号の影響が小さかった東部沿岸地方や隠岐地方でひきつづ

　き少雨傾向であったほかは気温、降水量・日照ともほぼ平年並であった。

　　台風18号（小型、並）は15日夕刻前、下関市の少し北に上陸し中国地方中部を縦断して

　東北東進するという珍らしいコースをとったが、台風に近かった西部を中心に一時風雨が強ま

　　り県西部では100～150㎜の大雨となり・かなりの被害があった。

　10月：上旬はほぼ平年並の気象、中旬はよい天気の日が多ぐ降水量は少左かったが、下旬は27

　　日から29日にかけて風雨がやや強く、旬降水量は多かった。しかし月を通じては気温・降水

石●
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量、日照時間ともほぼ平年並でむむむね平穏な気象であった占なむ、中旬は明け方一時冷えこ

み14日には平年よりかなり早ぐ赤来町などで初霜を観測した。

11月：上旬と下旬の前半は天気よく雨は少なかったが、中旬と下旬の前半は天気の悪い日が多

　くしばしば雨が降り月の末ごろには雪も降った。気温は月の初めごろと月の末ごろは低かった

　がそのほかは高ぐ月平均は平年並であった。月降水量は浜田で平年の50％であったほかは平

　年毎、日照時間もほぼ平年並であった。左む、28日から29日にかけては強い冬型の気圧配

　置となり、．季節風が強ぐ、山間部では本格的左雪となり、東部山間部の積雪は20伽内外に達

した。蛾沿岸部でも28日に初雪とな凍がこれは平年と比べると松江で7日・浜田で’13

　日、西郷で3日それぞれ早かった0

12月：大陸の高気圧は弱ぐ、移動性となって日本をむむうことが多交ったので・気温は高ぐむ

　だやかなよい天気の日が多かった。冬型の気圧配置が強まったのは19日～20日と29～301

　日であったが、冬型は一時的ですぐ弱まった。積雪は30日が最も多かっ一たが山間部で20㎝

　内外、沿岸部では西郷で9㎝の積雪があったほかは数㎝以下であった。

　　月平均気温はやや高く、月間日照時間は非常に多ぐ松江（126時間）・西郷（135時間）と

　も観測開始以来第1位の多照記録であった（浜田は第4位）。また月降水量は松江、西郷では

　ほぼ平年並であったが、浜田では平年の倍近い214瓢の降水があり12月としては第3位の多

　雨記録となった。

八

（3）　地 震
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ア、昭和53年6月4日　島根県中部に発生した地震

　　6月4日05時04分ごろか在り強い地震が発生し・松江地方気象台と浜田測候所で震度3・

西繍喉所で簸1を観測した。震源は島根県中部三瓶山南東方付近・嫌35。05へ東

　経132。42『、深さ0㎞で、地震の規模（M：マグニチュード）は6、1であった。

　　この地震は中国地方を中心に西日本一帯にわたって感じられ・特に広島・呉では震度4であ

った。

　この地震のあと多くの余震が発生したが、中でも06時03分・21分・23分の地震はマ

グニチュード5以上のかなり強いものであった。

　現地調査によれば、三瓶山周辺では家屋の損傷（家のゆがみや狂い、壁の亀裂、屋根瓦のず

れ左ど）、墓石の転倒や変位、アスファルト舗装道路の亀裂、斜面や庭などの地割れや亀裂、

土蔵の壁の剥落などがあり、強い所では震度は5と推定された。しかし人的左被害はなかった。

　昭和53年中に、この地震とほぼ同じ地域付近に発生した地震を規模（M）別に第1表に示
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7

　す。またこの中M≧4のものを第2表に示す。（6月までは気象庁地震月報、7月から11月

　20日までは気象庁「Li8t　Of　Ear七hquakes」、その後年末までは松江地方気象台資

　料による。）

第1表　島根県中部地震の日別規模別発生回数（昭53年）

発生月　日 回　　　数 7〉M≧6 6＞M≧5 5〉M≧4 4＞M≧3 M　　　3

ﾜたは不明

5．26　　　■
1 1

5．27
1 1

6．　4
33 1 3 4 20 5

6．　5
3 3

6．　7
1 1

6．　9
1 1

6．13
1 1

6．14
1 1

6．19
1 1

7．　7
1 1

7．18
1 1

9．　1
2 1 1

9．　3
2 1 1

10．18
1 1

第2表　M≧4の島根県中部の地震（昭53年）

震 源　　　地 気象官署に赴ける震度
震源に赴ける発展時

北　　緯 東　　経 深さKm

M
松　江 浜　田 西　郷

6月4日05時03分53秒 35005一 132042置
OO 6．1 3 3 1

05　06　55 35004’ 132044’
00

4．0
1 o o

05　11　56 35005’ 132038’
00

4．4
1 0 0

06　03　10 35005’
13204r 00

5．2
2 o 0

06　20　59 35007ず
13204r 10

5．5
3 2 1

06　22　53 35008’ 132040’
00

5．3
3 1 0

07　34　56 35007’ 132040’ OO 4．O
o 0 0

10　58　05 35004’ 132042’
10

4．1
o 0 0

7　　　7　　　11　　　26　　　04 35004 132041’
00 4．0

0 0 0

9　3　01　37　07 35001’ 132042置
00

4．2
0 0 0

一6一
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イ、気象官署有感地震

　　前記有感地震（第2表）のほかに昭和53年中に気象官署（松江、浜田、西郷）で有感（鍵

　度1以上）であった地震は、1月14日の伊豆大島近海地震（西郷震度1）、6月12日宮城

　県沖地震（西郷1）、7月4日宮城県北部地震（松江2）、10月9日浜田沖地震（浜田1）、

　11月28日浜田市付近地震（浜田2）、12月6日エト・フ島付近地震（松江1、西郷1）

　であった。

◎

第1図 震央寿よび震度分布図

　　昭和53年6月4日05時04分
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第2図　島根県内の雲度分布図

・気象官署職員の現地調査による

。役場等に電話照会した参考資料
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第3図　余震（4日6時21分）の震央と震度分布
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一

◎

ウ、参　考　資　料　（過去の地震）

　　過去に島根県付近で発生した主な地震はつぎのとむりである。

　（「地震及び地震津波解説ノート　昭和51年12月　大阪管区気象台」その他による∂

発　震　年　月　日 震　　　　　　　源 規模

iM）

震度

i松江）

記　　　　事

西　　暦 日　本　暦 震　源　地 北　緯 東　経

年　月　日
a80．11．23

　年　月　日
ｳ慶4．10．14 出　　　雲 35．4 132．8 7．4

神社、仏閣、家屋転倒
ｷo

1676．7．12 延宝4．6．2 石　　　見 34．4 131．7 6．6

死者7人、津和野及び
t近の潰家133戸
髟�

1859．1．5 安政5．12．2
石見国
@　南西部

34．7 131．8 5．9

亀

地裂け、潰家あり、周
z村で敷戸、美濃村で

ﾗ家10

1859．10．4 安政6．9．9 石　　　見 34．7 131．9 5．9 周布村で数戸倒壊

1872．3．14 明治5．2．6 浜　　　田 34．8 132．0 7．1

死者600余、家屋
T、000戸以．上

蜚gあり

1904．6．6 明治37．6．6 宍道湖付近 35．5 133．2 6．7 小被害

1914．呉．23 大正3．5．23 出雲地方 35．3 133．4 6．3
4 小被害

1940．8．14 昭和15．8．14
隠岐島
@　西方沖

361／4 1321／4 6．8
4

1941
4．6 昭和16．4．6 山口県北部 34．6 131．6 6．2

3 小被害

1950．8．22 昭和25．8．22 三瓶山付近 35．2 132．7 5．3
2 小被害

1977．5．2 昭知52．5．2 三瓶山付近 35．2 132．7 5．3
　0
s内
L感

小被害

　なむ以上のほか、昭29．5．16、昭38，3、31、

M＝5．1～5．3程度の地震があった。

昭40．2．26にも島根県中部付近を震源とする

一9一



7

2．昭和53年度気象予警報発表状況

　　　　　　　　　　　　　　　目付の○印は土曜・日曜・祝目

53年　　　1　　　　　　　月

日付 種別 繊 発　令 解　　除 日付 種別 繊 発令 解　　　除

②
』　　　一

@浪 晒 ・

日 時　分 ⑯ 波浪 隠岐
時　分16：20 1早 1野：3盆

② ⑰ 勉 23：30 ㊥ 17 波浪 頼 07：15
17

13：20

③ 一⑪ 隠岐 03：00 ㊥ 18

灘 籔 09：30 ㊥

③ 風雪・波浪 隠岐 05：40 ㊥ 18 強風・波浪 勉 09二30 ㊥

③ 風雪・波浪 東西 05：40 ㊥ 18 強風・波浪 隠岐 12：30 ㊥

③
‘　　“

@■
@一　　　一

東西 14：35 ㊥ 19 波浪 隠岐 14：20
20 10：15

③ 波浪 東西 17：50 ㊥ 19 波浪 東西 14：30
20

10：15

③ 波浪 隠岐 18：00 ㊥ 20 強風・波浪 隠岐 16：10 ㊥

4 風雪・波浪 東西 17：40 ㊥ 20 強風・波浪 隠岐 16：10 ㊥

4 風雪・波浪 隠岐 18：30 ㊥ ⑳ 風雪・波浪 頼 10：10 ㊥

6 蝶乾燥 東西 05：50 ㊥ ⑳ 風雪・波浪 隠岐 10：35 ㊧

6
波浪 離 06：00 ㊥ ⑳ 波浪 東西 16：50

23
08：20

⑦ 　‘ﾝ 繭 05：30 ㊥ ⑳ 波浪 隠岐一 17：00
23

09：20

⑦
吊乾燥 隠岐 10：00 ㊥ 23 異常乾燥 西 09：20

24
06：20

⑦ 難轍 頼 13：20 ㊥ 24
灘 隠岐 15：50

25
08：40

⑧ 波浪 緬 06：30 ㊥ 24
撚 頼 16：10

25
08：40

⑧ 波浪 隠岐 06：45 ㊥ 26 強風・波浪 東西 17：20 ㊥

9
強風・波浪 栖 05二〇〇 ㊥ 26 強風・波浪 購 17：10 ㊥

9 強風・波浪 隠岐 05：30 ㊥ 27 波浪 麺 21：30
29

16：15

9 －　・波浪 緬 16：30 ㊥ 27
搬 懸 21：40

29
16：15

9 一　　　一

@・波浪
隠岐 16二40 ㊥ 30 強風・波浪 東西 05二〇〇 ㊥

10 波浪 東西 17：40
11

10：00
30 強風・波浪 隠岐 05：45 ㊥

10 波根 隠岐 17：40 U 10：00
30 風雪・波浪 隠岐 16：30 ㊥

11 異常乾燥 西 10：00 ㊥ 30
@・波浪

東西 16：40 ㊥

11 異常乾燥 隠岐 10＝00 ㊥

11 強風・波浪 東西 18：10
ゴ
2 09二40

11 異常乾燥 西 18：10
13

13二20

1⊥ 波浪 隠岐 18：30
12

09：40

12 異常乾燥 隠岐 12：00
15

17：00

⑮ 強風・波浪 東西 16：20 ㊥

⑮ 強風・波浪 隠岐 17：00 ㊥

一10一
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▼

内：勤務時間内 外：勤務時間外

1 月

　　　　　　暴風雪波浪◎

　　　　　　大雪強風波浪

　　　　　　風雪波浪
　　　内　7
　　　　　　大雪波浪・電線着雪
東西　外19
　　　　　　灘
　　　計26　　　　　　波浪・異常乾燥

　　　　　　強風波浪・異常乾燥

　　　　　　強風波浪

　　　　　　暴風雪◎波浪

　　　　　　風雪波浪

　　　内10　波浪
隠岐　　外16　波浪・異常乾燥

　　　計26　強風波浪
　　　　　　大雪・強風波浪

　　　　　　異常乾燥

内
外
計

　
西

　　内19
計　　外36

　　計55

異常乾燥

暴風雪波浪⑮

暴風雪⑭波浪

大雪・強風波浪

鱈波浪
大雪波浪・電線着雪

強風波浪

波浪

波浪・異常乾燥

強風波浪・異常乾燥

異常乾燥

1
3
3
1
8
2
1
7

1
4
1
1
ρ
Q
1
2

　
　
1

3

自
4
7
3
9
3

1
1

2 月

日付

1

1

3

④

④

⑤

9

9

10

⑪

14

15

15

15

16

16

16

17

17

⑱

⑱

⑲

⑲

20

20

21

21

21

22

22

22

23

⑳

種別

風雪・波浪

難轍
灘
異常乾燥

波浪

波浪

強風・波浪

波浪

風雪・波浪

鱈・波浪

大雪・波浪

大雪・波浪

波根

風雪・波浪

・波浪

波浪

風雪・波浪

搬
波浪

強風・波浪

強風・波浪

波浪

波浪

強風・波浪

風雪・波浪

風雪・波浪

波浪

波浪

強風・放浪

波浪

波浪

繊
麺
隠岐

隠岐

東西

離
東西

隠岐

東西

発令
時
U：3
11：30

18：30

05：40

06：40

06：40

18：00

18：40

東西43：20

東西

隠岐

東西

離
顛
隠岐

隠岐

東西

緬
東西

隠岐

東西

隠岐

東西

隠岐

緬
離
隠岐

東西

隠岐

離
隠岐

隠岐

轍

10：00

17：00

08二15

15二10

15：45

09：50

16：00

17：30

10：30

15：10

16：30

16：50

09：00

09：40

09：15

09：40

02：40

07：00

07：15

17：30

18100

23：30

13：50

10：50

解 除

日

5

5

13

13

24

24

26

分

㊥

㊥

㊥

07二〇〇

21：30

11：00

㊥

㊥

11：00

㊥

㊥

㊥

㊥

㊥

㊥

㊥

㊥

㊥

㊥

㊥

㊥

㊥

㊥

㊥

㊥

㊥

㊥

06：45

㊥

㊥

06：45

06：30
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2　　　　　　　月
3　　　　　　　月

日付 種別 繊 発令 解　　　除 日付 種別 繊 発　令 解　　　除

⑳ 波浪 頼
1堅、3盆 2早 o暫、3盆 1 強風・波浪 頼

搾、露 日 覧分

⑳ 灘 隠岐 17：40
27 07二30

1 風雪・波浪 隠岐 08：05 ㊥

27 強風・波浪 東西 18：30 ㊥
1 波浪 隠岐 17：40

2
09：00

27 強風・波根 隠岐 18：30 ㊥
1 波浪 勉 18：00

2
09：40

28 ・波浪

|　　

東西 13：35 ㊥ 3 風雨・波浪 隠岐 18：40 ㊥

28 ・波浪 隠岐 13：40 ㊥ 3 風雨・波浪 東西 18：40 ㊥

④ 波浪 頼 11：45
4

21：35

④ 波浪 隠岐 11：45
4

21：35

9 　　　轡g浪ポ 東西 06：50 ㊥

9 波浪 隠厳 06：50 ㊥

9 風雨・波浪 東西 11：30 ㊥

9 風雨・波浪 隠岐 11：40 ㊥

10 強風・波浪 隠岐 06：10 ㊥

大雪強風波浪　　　　1

蜷瘠ｭ風波浪異常低温　1

g浪異常乾燥　　　　1

ﾙ常乾燥　　　　　　1

g浪　　　　　　　　7

ｭ風波浪　　　　　　3

乱癆g浪　　　　　　3

蜷癆g浪　　　　　　1

ｭ風波浪雷雨　　　　1

蜷瘠ｭ風波浪異常低温　1

乱癆g浪　　　　　　4

g浪　　　　　　　　9

蜷癆g浪　　　　　　1

ｭ風波浪
ｭ風波浪雷雨

10 強風・波浪 東西 06：10 ㊥

⑪ 波浪 東西 18：10 ㊥

⑪ 滋 隠岐 18：10 ㊥

⑫ 鱈・波浪 隠岐 06：00 ㊥

　　　内　8

倹ｼ　　外11

@　　計19

@　　内　8
B岐　　外12

@　　計20

@計

⑫ 強風・波浪 東西 06＝10 ㊥

⑫ 風雪・波浪 東西 08：00 ㊥

13 強風・漉良 緬 17：00 ㊥

13 鱈・波浪 融 17：00 ㊥

14

灘 東西 05：35
15

05：30

　　　　　　　　4
@　　　　　　　1

蜷瘠ｭ風波浪異常低温　2

蜷瘠ｭ風波浪　　　　1

g浪異常乾燥　　　　1

乱癆g浪　　　　　　7

ﾙ常乾廉　　　　　　1

蜷癆g浪　　　　　2
ｭ風波浪　　　　　　7

g浪　　　　　　　16
ｭ風波浪雷雨　　　　2

14
滋 隠岐

06145 14
10：30

⑲ 異常乾燥 西 05：45
21

06：20内16O23
v39 ⑳ 波根 東西 16：30 ㊥

⑳ 灘 隠岐 16：40 ㊥

22 強風・波浪 隠岐 16：30 ㊥

22 強風・波浪 東西 16：30 ㊥

22 鵯’波浪 東西 18：30 ㊥

23 強風・波浪 東西 05：40 ㊥

23
灘 東西 09：40

23
17：45

23 波根 隠岐 09：40
23 17二40

⑳ 異常乾燥 融 12二20
27

16：45

一12一
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4
5
一
4
0
一
4
5

3　　　　　　　月 4　　　　　　　月

日付 種別 繊 発　令 解　　除 日付 種別 繊 発令 解　　　除

28

巌 頼
1暫：3盆 2星 o暫、2盆 ① 異常乾燥 轍

1特、3盆 身 1暫、1盆

31 霜 晒 17：40 切 06：40 ① 異需乾燥 栖 13：30
2

18：10

② 強風・波浪 融 18：10 ㊥

② 強風・波浪 東西 18：10 ㊥

3 ・波浪

晒 12：45 ㊥

4 異常乾燥 隠岐 06：40 ㊥

4 異常乾燥 東西 05：30 ㊥

4 §吊 東西 16＝20 ㊥

5 異常乾燥 東西 つ7：00 ㊥

5 難’浪 東西 18：40 ㊥

5 強風・波浪 離 18＝40 ㊥

6 強風・波浪 東西 06：00 ㊥

6
　
・
浪
吊 勉 11：50 ㊥

6 浪

離 12：00 ㊥

　　　　　強風波浪　　　6　　　　－　　　　・

@　　　　波浪　　　　7
@　内　5　風雨波浪　　　2
倹ｼ　　外14　波浪異常乾燥　1

@　計19　鱈波浪　　　1
@　　　　強風波浪雷雨　1

@　　　　霜　　　　　1

@　　　　風雪波浪　　　3
@　内　4　波浪　　　　7
B岐　　　　外　11　　踊灘　　　　　　2

@　計15　強風波浪　　2
@　　　　異常乾燥　　　1

@　内　0
ｼ　　外　1異常乾燥　　　1

@　計　1

@　　　　強風波浪　　　8
@　　　　風雪波浪　　　4
@　　　　風雨波浪　　　4　　　内　9　　　　　波浪　　　　14合計　　外26　　　　　波浪異常乾燥　1　　　計35　　　　　強風波浪雷雨　1

@　　　　異常乾象　　2
@　　　　霜　　　　　1

7 波浪 隠岐 08：00 ㊥

　＿　　 　 一7
怨 東西 10：00 ㊥

7 隠眼 12：20 ㊥

7

繧 東西 16＝40 ㊥

⑧ 異常乾喋 東西 07：30 ㊥

⑧ 異常乾燥 隠岐 07＝30 ㊥

⑧ 頼 U：55 ㊥

⑨ 懸浪 隠岐 01：25 ㊥

⑨

　
・
　
浪
吊 東西 10：40 ㊥

⑨ 螺轍 隠岐 18：20
10

10：35

⑨
吊 頼 18：20 ㊥

10 異常乾燥 頼 14：40
11

15：30

12 雷雨 頼 22：40
13

06：20

12 雷雨 融 22：55
13

06：20

13 霜 魎 18：10
14

06：40

⑮ 隠岐 10：30 ㊥

⑮ 強風・波浪 隠岐 18：50
16

16：50

⑮ 強風・波浪 頼 18：50
16

17：50

19
醗 東 04：00

19
08：30

一13一



F

吐

4 月

日付

19

19

20

21

⑳

⑳

25

25

26

28

28

⑳

種別

灘
灘
霜

霜

霜

異常乾喋

異常乾燥

異常乾燥

風雨・波浪

風雨・波浪

躍

繊
融
顛
東西

東西

緬
東西

隠岐

頼
頼
東西

離
京

発令
1暫：o盆

18：00

17：50

16：30

16：00

10：50

14：10

16：30

06：20

17：50

18：10

05：15

解　　除
2屋

20

21

22

23

28

28

29

29

30

1、認

10：50

05：50

06：20

06：00

㊥

18：10

㊥

17：50

11：00

11：00

08：00

　　内8
東西　外19

　　計27

強風拠良　　　　3
強風波浪雷雨　　

1

異常乾燥・霜　　
2

強風波浪・異常乾燥3

波浪・異常乾燥　　3
霜・波浪・異常乾燥　1

雷雨　　　　　1
波浪　　　　　

1

風雨波浪　　　　1

霜　　　　　　4
異常乾燥　　　　7

　　　　　異常乾喋　　　　4
　　　　　強風・波浪　　　3
　　内6強風波浪・異常乾陳2
隠岐　外10波浪　　　　　2
　　計16　波浪・異常乾燥　　　3

　　　　　雷雨　　　　　　1
　　　　　風雨波浪　　　　1

　
薦0

2
2

内
外
計

　
東

　　内14
計　 外31

　　計45

2

熱／
強風波浪・異常乾燥5

波浪・異常乾燥　　6

霜’波浪・異常轍　1

徽　　　　　
3

雷雨　　　　　2
風雨波浪　　　　3

霜　　　　　　4
異常乾燥　　　　11

濃霧　　　　　2

一14一
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5　　　　　　　月 6　　　　　　　月

日付 種別 繊 発令 解・　除 日付 種別 繊 発　令 解　　除

③ 異常乾燥 頼
1野：1盆 ど oサ：。盆 5 波浪 隠岐

。夢、5盆 日 分

③ 異常乾燥 離 12：10 ㊥ 5
波浪 顛 07：30 ㊥

⑥ 波浪 繭 07：00
7

07：40
5 強風・波浪 頼 10二40

6
05：30

⑥ 波浪 隠岐 08：55
7

08：10
5 強風・波浪 隠岐 11：20

6
05：30

⑭ 異常乾燥 頼 09：00
17

06：00 ⑦ 雌 東 05：00
7

09：00

19 　　　」
g浪 隠岐 19：10

20
07：50 ⑭ 大雨・波浪 隠岐 22：10 U 09：ρ0

30 波浪 棘 08：10
31

09：20 ⑪ 大雨・洪水 東西 04：50
11

11：30

30 波浪 隠岐 10：30
31

08：40 ⑪ 波浪 隠岐 18：20
12

06：50

12 雷雨 頼 12：30 ㊥

12 雷雨 隠岐 14二20 ㊥

12 大雨・雷雨 隠岐 15二50
12

22：00

12
・波浪

東西 15：50 ㊥

12 離離 東西 18：10
12

22：50

20 二盤 隠岐 18：50 ㊥

20 ： 勉 19：00 ㊥

21
波浪 麺 05：40

21
11：30

　　　内　o
倹ｼ　　外　4

@　　　計　4

@　　　内　1

B岐　　外　3

@　　　計　4

@　　　内　1

v　　外　7
@　　　計　8

異常乾燥　2

g浪　　　2

ﾙ常乾燥　1

g浪　　　3

ﾙ常乾燥　3

g浪　　　5

21 波浪 隠岐 06：00
21

U：30

⑳ 大雨・洪水 隠岐 07：30
25

21：30

26 波浪 隠岐 15：00
28 05：30

27 強風・波浪 東西 09：45
28

05：20

29 雷雨 東西 20：55 ㊥

30 大雨 東西 09：40
30

13：00

30 鶴洪水 東西 16：30 γ1 05：30

30 大雨・雷雨 融 17：00 初 05：30

　　　内　6
倹ｼ　　外　6

@　　計12

大雨　　　　　　　1

g浪　　　　　　　　2

ｭ風波浪　　　　　　2

蜑J・洪水　　　　　1

級J　　　　　　　2
級J・強風波浪　　　1
蜑J・雷雨・波根　　　1

蜑J・洪水・強風波浪　1

蜑J・洪水・雷雨　　1

一15一
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6　　　　　　　月 7　　　　　　　月

日付 種別 繊 発令 解　　　除

3 強風・波浪 隠岐 時　分
Q3：10

日
4

時　分16：5

4

灘 頼 14：20
5

09：10

（5日梅雨あけ）

5

翻
東
A

22：00
6

08：55

6
濃霧 隠岐 05：50

6
08：55

　　　　　　　大雨・洪水　　　　　1

@　　　　　　波浪　　　　　　　　4

@　　内　4　強風波浪　　　　　　1

B岐　　外　7大雨・波浪　　　　　1

@　　計11　雷雨　　　　　　　　1
@　　　■　　大雨・雷雨　　　　　2
@　　　　　　大雨・洪水・強風波根　1

@　　　内　0

戟@　外　1膿瘍　　　　　　　1

@　　計　1

⑧ 傭 東 17：00
9

15：00

10 濃霧 東 05：10
10

13：00

10 雷雨 東西 15：45
10

18：00

11 雷雨 東西 10：30 ㊥

11 大雨・雷雨 頼 13：30
11 22：C　O

12 大雨・雷雨 東西 14：40
13

05：30

12 大雨・雷雨 隠岐 16：00
13

05：30

13 雷雨 東西 14：50
13

20：15

17 大雨・雷雨 東 18：25
17

21：00

⑳ 雷雨 頼 17：00
22

21：00

大雨・洪水　　　　　1

蜑J　　　　　　　　1

g浪　　　　　　　　6

ｭ風波浪　　　　　　3

蜑J・洪水　　　　　1

蜑J・波浪　　　　　1

級J　　　　　　　　3

蜑J・雷醸　　　　2
級J・強風波恨　　　1
蜑J・雷雨・波浪　　　1

蜑J・洪水・強風波浪　2

蜑J・洪水・雷雨　　　1

Z霧　　　　　　　1

24 雷雨 顛 15二45
24

18：30

25
翻 東西 12：15

25 20：30

26 雷雨 顛 13：00
26 18：00

　　　内　9　波浪　　　　1

倹ｼ　外　1　雷雨　　　7
@　　計10　大雨・雷雨　2

@　　内　1強風波浪　　1
B岐　　外　2　濃霧　　　1

@　　計 3　大雨・雷雨　1

@　　内　O　濃霧　　　3
戟@　外　4

@　　計　4　大雨・雷雨　1

@　　　　　　強風波浪　　1

@　　内10　大雨・雷雨　4
v　　外　7　波浪　　　　1

@　　　計17　雷雨　　　　7

@　　　　　　濃霧　　　4

一16～
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8　　　　　　　月

日付 種別 繊 発令 解　　除
2 風雨・波浪 隠岐 2曹、2盆 日 分

2
風雨・波浪 勉 23：40 ㊥

3 ：灘
頼 09：40 ㊥

3 墨　・波浪
鰍 10：00 ㊥

3
強風・波浪 頼 15：00 ㊥

3
波浪 頼 20：00

4
08：45

3

灘 離 19：40
4

09：10

⑥ 翻 東西 14：20
7

00：15

7 風雨・波浪 離 11：30 ㊥

7 雷雨 東西 11：50 ㊥

7 ：灘 隠岐 U：55 ㊥

　　　　　　　風雨・波浪　　　　　1
@　　　　　　大雨・洪水・強風波浪　1　　　内11　　　　　　　強風波浪　　　　　　2東西　　外　6　　　　　　　波浪　　　　　　　　3　　　計17　　　　　　　雷雨　　　　　　　　6

@　　　　　　大雨・雷雨　　　　　4

@　　　　　　風雨・波浪　　　　　2

@　　 内　6　風雨・・波浪・高潮　　　1

B岐　　外　2　波浪　　　　　　　3
@　　　計　8　大雨・雷雨・強風波浪　1

@　　　　　　大雨・雷雨　　　　　1

@　　　　　　風雨・波浪　　　　　3
@　　　　　　風雨・波浪・高潮　　　1
@　　　　　　大雨・洪水・強風波浪　1　　　　内17　　　　　　　強風波浪　　　　　　2計　　外　8　　　　　　　波浪　　　　　　　　6　　　　計25　　　　　　　雷雨　　　　　　　　6

@　　　　　　大雨・雷雨　　　　　5

@　　　　　　大雨・雷雨・強風波根　1

7 大雨・雷雨 頼 15：15
7 17140

7 波浪 隠岐 16：20
7

15：40

8 雷雨 頼 06：30 ㊥

8 大雨・雷雨 東西 12：20
8

22：15

9 大雨・雷雨 東西 14：25
9

17：30

15 雷雨 東西 13：30
15

20：00

21 強風・波浪 東西 05：30 ㊥

21 波浪 東西 10：00
21

17：00

24 雷雨 東西 05：30
24

08：40

30 雷雨 東西 13：00 ㊥

30 大雨・雷雨 東西 14：20
30

19：50

30 大雨・雷雨 隠岐 15：00
30

18：00

31

蝕 隠岐 15二40 吻 17二40

31
波浪 東西 15：40 シを 18：30

一17一



－

9 月

日付

5

5

⑭

⑩

⑩

⑩

⑮

⑮

⑱

⑮

⑮

⑮

⑮

⑯

18

18

19

25

29

種別
波浪

獺
大　・

波浪

搬
灘
搬
波

浪

○
注

雨
瓢
欝

欝⑭
洪水　注

暴風雨

波浪⑭
洪水

波根

強風・波浪

波浪

強風・波浪

強風・波風

宙

大雨・波浪

繊
東西

隠岐

融
東西

融
東西

東西

磁

束西

隠岐

東西

頼
隠岐

離
輌
離
東西

東

頼

発　令

1暫：4盆

18：10

07：15

09：00

13：00

13：00

05：50

05：50

14：00

14：30

18：20

23：00

，23：30

05：30

17：40

17：40

09：00

05：00

05：40

解 除

犀
6

12

12

16

16

19

19

25

29

。夢：o盆

07：10

㊥

㊥

06二50

06：50

㊥

㊥

㊥

㊥

㊥

18：30

㊥

15：00

㊥

17：50

18：20

10：00

16：30

－
∩
コ
0

　
　
1

内
外
計

　
勉

0
8
8

内
外
計

　
離

内
外
計

　
東

　　　内　1

計　　外18

　　　計19

大雨・波浪

餓
大雨・雷雨・波浪

大雨・強風波根

暴風雨・波浪。洪水

暴風雨吸根洪水⑭

強風波浪

強風波浪・雷雨

搬
大雨辱雷雨・波浪

大雨・強風波浪

暴風馬・波浪⑭洪水

強風波浪

雌

暴風雨・波浪洪水㊧

暴風雨・波浪⑭洪水

大雨・雷雨・波浪

大雨・強風波浪

大雨・波浪

強風波浪

強風波根・雷雨

波浪

濃霧

1

1
2
2
2
1
3
1
6
1

＝、ホ＝一
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F　

10 月

日付

2

3

4

6

6

6

⑩

⑪

⑭

13

13

⑮

19

20

20

⑳

⑳

26

27

27

27

27

⑲

⑳

種別

鰯
齷
齷
雷雨・波浪

蝕
餓
醗
波浪

波浪

波浪

波浪

波浪

濃霧

波浪

波浪

強風・波浪

波浪

翻
・波浪

風雨・波浪

強風・波浪

強風・波浪

波浪

波浪

繊
東

頼
東西

隠岐

東西

隠岐

東

轍
頼
頼
難
題
東

頼
隠岐

籍
東西

東

隠岐

麺
離

頼
隠岐

東西

発令

0　：0

05：20

04：00

07：30

08：30

13＝40

05：50

11：15

14・：00

11：00

U：00

14：00

05：00

15：40

15：40

06：10

21：00

02：00

07：30

10＝20

15：50

16：55

18：10

21：10

解　　除

」

4

9

8

10

11

11

14

17

17

19

22

22

26

30

30

O　：0

07：40

08：50

㊥

05：40

18二20

08：10

09：00

09：00

13：00

06130

06：50

10：30

㊥

06：50

㊥

11：00

10：00

㊥

㊥

㊥

㊥

09：00

09：00

東西

隠岐 1憾闘
　
「

　
蕗

0
4
∠
丁

内
外
計

　
東

4

　　　　　大雨・強風波浪　ユ

　　　　　風雨・波浪　　1
　　内　7
　　　　　強風波浪　　　3
計　　外17
　　　　　雷雨・波浪　　1
　　計24　　　　　波浪　　　　12
　　　　　濃霧　　　　6

一19一
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11　　　　　　　月

日付 種別 繊 発令 解　　　除

⑤ 鵡 東
。暫、認 星 。暫、認

9
波浪 隠岐 09：40

10
08：10

9

囎 東西 09：50
10

08：10

⑫ 搬 隠岐 07：40 ㊥

⑫ 波浪 勉 11：30 ㊥

⑫ 風雨・波浪 蔽 23：10 ㊥

⑫ ・波浪 勉 23：00 ㊥

13

飯 東西 10：50
13

03：30

13

搬 離 11：30
13

06：40 0’

14
鰯 東 03：30

14 10：00

　　　　　波浪　　　　　6
@　内　4　　　　　大雨・強風波浪　1

倹ｼ　　外　7　　　　　強風波浪　　　　3　　計11　　　　　風雪波浪　　　　1

@　　　　波浪　　　　　5
@　　内　5　　　　　風雨波浪　　　　1

B岐　　外　5　　　　　強風・波浪　　　3　　　言†10　　　　　風雪波浪　　　　1

@　　内
戟@　外　3濃霧　　　　　3

@　　計　3

@　　内　1
ｼ　　外　0　異常乾燥　　　　1

@　　言t　1

@　　　　波浪　　　　　11
@　　　　　大雨・強風波浪　1
@　　内10　風雨波浪　　　　1

v　　外15　強風波浪

@　　計25　鱈波根

15 強風・波浪 晒 02：00 ㊥

15 強風・波浪 隠岐 07：00
16 06：40

15

搬 頼 22：00
16 11：30

⑱ 薦 東 04：30
18 10：20

⑱ 強風・波浪 頼 21＝OO ㊥

⑲ 強風・波浪 隠岐 06：30 ㊥

20 波浪 隠岐 06：50
20 16：30

20 波浪 東西 06：30
20 16：30

　　　　　6
@　　　　2
Z霧，　　　　3

ﾙ常乾燥　　　1⑳ 異常乾喋 西 09：30
27

08：20

27 強風・波浪 東西 14：30 ㊥

27 強風・波浪 隠岐 14：30 ㊥

28 鱈・波浪 隠岐 15：30 ㊥

28 鱈・波浪 東西 17：10 ㊥

29
獺 隠岐 15：00

30
15：30

29 波浪 果西
16100 30

15：30

一20一



12　　　　　　　月

日付 種別 繊 発令 解　　　除

1 強風・波浪 棘
1暫：3 日

1 強風・波浪 鰍 16：30
3

09：20

③ 異常乾燥 西 09：20 ㊥

4 波浪 離 11：30
5

16：30

4 波浪 東西 13：20
5

19：40

8 　　　　■
融 01：10

8
10：20

⑩ 強風・波浪 隠岐 07：30
11

17：00

⑩ 強風’波浪 東西 07：30
11

17：00

14 波浪 融 17：50
15

13：30

14 波浪 東西 18：10
15

14：30

⑯ 濃霧 東 05：50
16

10：00

　　　　　　　強風波浪　4　　　内　4　　　　　　　波浪　　　5東西　　外　7　　　　　　　風雪波浪　1　　　計11　　　　　　　大雪波浪　1

@　　内4強風波浪4
B岐　　外10　波浪　　8
@　　計14　風雪波浪　2

@　　　　　　　　　■

@　　内　0
戟@　外　2　濃霧　　　2

@　　計　2

@　　内　1
ｼ　　外　O　異常乾燥　1

@　　計　1

@　　　　　　強風波浪　8
@　　　　　　波浪　　13　　　　内　9　　　　　　　風雪波浪　3計　　外19　　　　　　　大雪波浪　1　　　　計28　　　　　　　濃霧　　　2

@　　　　　　異常乾燥　i

18 波浪 隠岐 17：40 ㊥

19 波浪 東西 05：30 ㊥

19 強風・波浪 隠岐 10：30 ㊥

19 強風・波根 東西 11：00 ㊧

20 風雪・波浪 懸 17：50 ㊥

21
波浪 隠岐 09：00

21
15：00

21 波浪 東西 09：00
21

15：00

⑳ 波浪 東西 14：00
24

09：10

⑳ 波浪 隠岐 14：30
24

09：00

25 濃霧 東 07：10
25 09100

27
波浪 隠岐 18：45 ㊥

29 強風・波浪 東西 09：10 ㊥

29 強風・波浪 隠岐 10：00 ㊥

29 風雪・波浪 隠岐 16二30 ㊥

29 風雪・波浪 東西 20：25 ㊥

30 波浪 隠岐 10：30
31

08二〇〇

30 大雪・波浪 東西 13：40
31

05：30

一21一
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3 災害ごとの気象概況

松江地方気象台

（1）r昭和53年1月2日力・ら3日｛こカ・けての低気圧による島根県の暴風雪』

1．気　象　経　過

　　2目早朝は、高気圧の張拙しがやや北に偏った冬型の気圧配置と左って欧ので・朝轍

部から西日本にかけては低圧部と左っていた。

　　＿方、寒気を伴った上卿気圧の谷が接近し然め、・9時に鷹岡付近に低気圧（1・018

mb）醗生し、発達しながら北東縫み、18時すぎ聞浜田沖噂し・次算向きを鄭か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎

　え、島根半島沿いに東に進んだ。．　　　　　　　　　　　　　　　～

　　このため、浜田では18時30分頃から風速は10肌／8を越え、低気圧が浜田の北を通過し

植後（21時5。分頃）から急．に2・醇／8を越える暴風となり・23時3・分ごろ貿続欧が・

この駅最大風速23．9肌／s西南西（22時10分）、最大瞬間風速35・O肌／8西南西（23時

　20分）を言己録した。

　　沿岸翫中、ひとするこの暴風域は、低気圧の東進ととも鰍第練に勧・松江では低気圧

の中，らが松江の東に移った直後（3日・2時2・分）から急に北寄りの風が燈り・02時4。分

暉、最大瞬間風速19．・皿／8（北北西）を、・2時5・分には最大風速10・6m／s（北北西）

　を　タしたロ

　　松江では比較的風鰯か．たが、松江地方気象台雌蘂出張所やその他消防翫どの部外

資料障ると、島棚沿岸では2・皿／8籔の風が吹き・瞬間風速は3・吊／s前後耀した模

　様である。

　　隠岐郡西郷でも2日22時3・分に最大風速11．8肌／s（東北東）・3日02時4。邪は最大

　瞬間風速25、6肌／s（北）を記録した。

　　この低気圧の後畔は、バン獣エコー（匹ダ一振われる雨雲）が観測され・このエコ

　一は低気圧の東進後も島根県内鱒浦し献め、沿岸部磁主として雨であ・たが・東部山沿

　睡中、らにか勧鷹と劾、3日。9晦でに三井野原で57侃・頓原で38㎝の鱈となり・

　　3日の日中も強い雪が降った。

　　　このため、沿岸部では暴風により、また、山間部でば湿った雪が着雪（電線着雪は・直径20㎝

　　燻したところ極った）倣め、電線の切断、電柱の倒壊・変圧器の破搬どカ；あり・大規

　　模左停電が発生した。（3日09時ごろから多発）

　　　その他、農産施設、樹木倒壊、看板屋根瓦破損等の被害があった。
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　註）単に風速といえば、10分間平均風速のことである。’

z　今回の異常気象の特性

　ア、暴風をもたらした低気圧の規模は小さぐ、その直径は80㎞位であったが、中心付近の気

　　圧傾度は・10～15mb／100㎞と非常に大きかった。

　イ、20皿／s以上の暴風吹続時間は1～2時間と短かぐ、その範囲も主として浜田付近から鳥

　　取付近までの沿岸部であった。

　ウ、低気圧の中心付近が通った松江では中心通過の前後で顕著な気圧の下降（3～4mb／hr）

　　と上昇（8mb布r）を示した。

松江地方気象台の自記気圧計写し

昭和53年1月
　　2日～3日

〔註〕海面気

　圧はこれ
　　より高く

　　なる。
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エ、県東部の山間部では2日夜半から3日にかけて非常に湿った雪が強ぐ降り（初めのうちは

　雨の所もあったが）総降水量は50㈱をこえた所もあった（赤名62御）oこのため風が弱

　まった3日夜明け前頃から電線着雪や樹木の冠雪が著しぐ在った模様で、3日の夜明け前暖

　から日中にかけて停電左どの被害が続出した。な卦雪の少なかった地方での被害は暴風によ

　るもので、電柱などの倒壊のほか樹木の倒状左どもあった。

（2）　「昭和53年1月31日から2月3目にかけての島根県の風雪と異常低温」

　1．気　象　概　況

　　（1〕気　象　経　週

　　　　1月29日夜、低気圧が山陰沖を通り、30日には発達しながら北海道の東海上に進み・

　　　バイカル湖付近の高気圧が強まったため、日本付近は西高東低の冬型の気圧配置が題著と左

　　　り、県内では30日かち気温が下り始め、全般に雪と左つた。31日から2月2日にかけて

　　　は強い冬型の気圧配置が続き、発達した低気圧が北千島方面に停滞して寒気が日本列島に流

　　　れ込んだため、県内全般に雪が降り続いた。特に2月1日朝は・新しく強い寒波が入ってき

　　　たため、寒さが一段と加わり、東部を中心に雪が時々強ぐ降り、積雪量が多くなった。3日

一23一



r 7

　は、高気圧が移動性となって東シナ海に進んだため、寒気は峠を越し、4日には寒さがゆる

　んで、夫気も回復した。その後5日には気温も平年並以上に在った。

　　500ミ1，バール（約5，500皿上空）天気の寒気の動きをみると・シベ1」ヤ北部から南下し

　た寒気団は沿海州から中国東北区にわたる広い範囲に停滞し、日本列島をむむつたため、1

　月30日から2月3日にかけては、強い寒波をもたらした。

（2）県内の気象経過

　　r月30日は、冬型気圧配置が強まってきたため県内では1月30日から、2月4日頃ま

　で全般に雪が断続し、時々吹雪になった。24時間降雪量は1日09時現在沿岸部で5～10

　㎝、山沿いで15～30㎝であった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　◎

積雪（降雪）分布図
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　　　2日09時の積雪量は、沿岸部で5～20㎝、山沿いで20～30㎝、東部の奥地山沿いで

　　60～90㎝に達した。

　　気温は、1月31日から2月4日にかけてか走り低ぐ、沿岸部でも日中ほとんど氷点下の

　気温が続き、寒さがきびしかった。

z　今回の異常気象の特性

　（11今冬に入って暖冬傾向が続いたため、今回のやや長びいた風雪や寒波は・県民に特にきび

　　しい印象を一与えたようである。

　｛2）最も冷え込みの強かった2月1日の気温は、日中沿岸部で一4℃～一5℃、山沿いでは一

　　6℃～一11℃の最低気温を記録した。

　〔31今回の低温は一過性であっ’たため、水道管の破裂など被害は軽微起った。また、降雪が長

　　引いたわりには、風が強く吹雪模様になったため、積雪量は比較的少なく・バス・航空機左

　　どの交通機関のマヒも2月1日前後2日間程度であった。（ごく一部で・4日まで続いたと

　　ころもあった。）
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　　最低気温分布図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿4

　　　　　　　　　　2月1日9時～2日9時　／・一52一ヨ6．4

　　　　　　　　　　単位：℃　　，　．鎚5！　罐『42
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－4
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（3）　「昭和53年2月15日から19日にかけての島根県の大雪と低温』

1．気　象　概　況

　西日本は、13日から冬型の気圧配置となったが、寒気は北海道方面に流入したため、13

　日から14日にかけては島根県地方では気温が平年より僅かに低目となり、一時雪が降った程

度であった。

　　この間にモンゴル方面にあった強い寒気（上空約5，500m　－44℃）が南東に進み、15

　日09時には華北に、16日09時には朝鮮中部に達した。その後はほぼ1日周期でバイカル

湖方面から西日本に寒気が流入した。19日以後も寒気は次々と町したが・その経路力｛北に
偏ったことと、モンゴル．、くイカル湖方面の気温が昇温し融洒日本の冬型の気圧配置も●

　次第に弱まってきた。

　　このため島根県地方では15日の午前中は晴間もあったが、午后から県下全般に本格的に雪

　となり、16日09時までに20～35伽の降雪があった。特に出雲から掛合方面にかけて降雪

量が多ぐ（30～3脚）、また西部の沿岸（益田など）でもこの地方としては多い25㎝前後

　の積雪があった。

　　16白も全般に雪が降り、桜江方面では40㎝の降雪があったが、その他は10～15㎝であ

　つた0

　　17日は西寄りの季節風が強まり、山雪タイプに変った。このため・降雪量は沿岸部では5

　～10㎝、山間部では25～30侃と多く、瑞穂ては41㎝に達した。18日は季節風も於さま

　り、雪購ったが量は少なぐ、横田頓原方面を中心に5～1伽盤であった・19日も一時

　季節風が強まり横田頓原方面を中心に10～15㎝の降雪をみた。

　　積雪量は15日朝は頓原方面の15－3。㎝、その他の地方は5㎝以下のところが多かった●

　が、16日朝には20㎝以上となり、特に横田・掛合方面では40～50㎝に達した。

　　その後、毎日雪は降ったが、日中は晴間もあったので積雪としては・山間部で10～20㎝

　程度増加腋が、平野部で鷹とんど増加しなかった。そして積雪は18日09時（沿岸部15

　～25㎝、山間部50～60㎝）を最高に減少した。

　　気温は15日から19日にかけては平年より3℃～4℃低目で、特に16日の最低気温は沿

　岸部で一3℃～一4℃、山間部で一10℃～一12℃と・今冬2番目の低温を記録した。

　　この大雪腐り、16日・18既中心にバス等の大祓運休によ咬通が乱れた・糠16

　　日朝の大雪のため、出雲方面を中心にブドウ等のビニールハウスの倒壊等の被害をうけた。
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Z　今回の異常気象の特性

m　発達した低気圧が、日本海を通過しなかったために、一時的に風雪が強まった程度で、季

　　節風はあまり強まら左かった。

　12｝ほぼ24時間周期で寒気が流入したため雪は夕方から朝にかけて降ることが多ぐ・日中は

　　晴間がかなり多かった。

　　　このため期間を通じ、積雪量は山間部を中心に50～60㎝とさほど多くならなかった。

　⑥　前半は里雪と山雪との混合型で、後半は山雪タイプとなった。

　㈲　西部沿岸（益田、三隅方面）の降（積）雪が、この地方としてはかなり多く、三隅での18

　　日G9時積雪27侃は昭和43年（28㎝）以来の大雪（昭和52年2月6日にもこの程度

　　の積雪が推定されるが欠測のため不明）であり、益田（豊田）での1．7日09時の積雪26

　　㎝は、昭和44年以降の観測値では・第4位の積雪であった。

（4）　r昭和53年6月12日の島根県東部の強電、降ひょうおよび強雨』

1．気　象　経　過

　　6月10日、日本海西部から南西にのびる寒冷前線は次第に南下し、10日夜島根県を通っ
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ゼ 「

てさらに南下したため、島根県では10日午後から11日午前にかけて久し振りの雨となり・

雨量は4σ～80㎜（山沿いでは100㎜以上のところあり）に達した。

　この前線はさらに南下し、一方上空に強い寒気を伴う気圧の谷が中国東北部から南東進し、

12日09時には地上低気圧（998mb）は朝鮮半島北東部にあり、この上空（5、OOO皿bゑよそ

5．7血）には一13℃～一14℃の強い寒気を伴っていた。この低気圧はさらに南に下がり、

12日15時には地上低気圧（999mb）はうっりょう島のやや西に、また上空の寒気もこれに

伴って南下した。

　島根県では12日朝は晴れ又は薄曇りのと之ろが多かったが、三坂山レーダーによれば、09

時には山陰沖に点エゴーが現われ、隠岐島付近を北東から南西にほぼ線状に並ぶようになり・

中に強いエ．一も見肱西郷損1喉所では朝から弱いにわか雨が降った．　　　噂

　12時には隠岐島は強いエコーにむむわれたが、これより前・西郷測候所では11時から雷

鳴を聞き12時前から強い雷雨と左つた。その後、この線状エコーはほぼ同じ位置で発達し・

エコー量も増し、15時の状況は前図のようになった。

　松江では昼前からよわいにわか雨が断続したが・13時前から雷鳴を聞き・15時すぎから

やや強い雷雨となった。西郷では12日昼前から日没頃にかけて、注た松江では13時頃から

6月12日17時
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22時頃にかけて雷雨が続いたが、この間西郷では15時01分から2分間直径7㎜のひょう

を観測し、松江でも15時すぎに市内の一部でひょうが降った。（松江地方気象台では観測せ

ず）

　その後17時のレーダーエコーは前図のように走り、線状は乱れたが、山陰沖と島根県東部

から
鳥取県西部に分布している。島根県農事試験場赤名分場（赤来町）の報告によ れば、雷雨

は15時45分から55分頃と、17時10分から18時10分頃に強ぐ、15時45分すぎ

の場合は直径1㎝位のひょうが降り、17時10分すぎの場合は直径4伽位のひょうが強い雨

に混って陶、所々ではか妙敷きつめたよう隣った。この時雨も強ぐ・15～16時で

27，5煕、17～18時は特に激しぐ66．0職を記録（自記）した・

島根県内の雷むよび降ひょうの状況

、
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　　　肋、浜田猴所では16時すぎ弱い雷鳴を膨ただけで・雨もほとんど降ら左かった・

　　（0．0瓢）

　　　各地の雷や降ひ，うの状況はくわしくわからな鳳農業気象観測所や役場左どに照会して

　　調査した結果は前図のとむりであった。

、　2，今回の異常気象の特性

　　〔1晒日本には日本海西部の低気圧に関連する暖湿舗西気流があり・一方・上層の強い寒気

　　　を伴ちた低気圧が日本海西部繭下してきたため・大気の状態がきわめて不安定で・強吐

　　　昇気流が発生し、積乱雲が発達した。

｛21上昇気流がきわめて強く・ひ　落下の途中強　　よって　ばれるなど’

　　　上下運動をして成長．したものと推測される。　　　　　　　　・

　　131雷も強く、所々で落雷が効・被害があった・

　　　（4）赤来町では雷雨腐る短時蘇雨があり・雨による被塾発生した・

（5）r昭和53年9月15日中国地方を縦断した台風18号1こよる大雨樽屋』

1．気　象　経　過
　　9月12日。3時沖縄県与那鴎南西海上の弱い熱帯低気圧胎風18号となり（中心気圧

994mb）、その後発達しながら北上し、12日21時には98・mbの小型で並の効となった。

　　14日。9時には北緯3。・に達し、中心気圧975虻蝕北北東断つづけ・夜は北東

左いし東北東に向きをかえ、15 日。3時には97。蝉翻・やや加速して五島　［豚近づ

き、この頃力、台風の最盛瓢中心付近の最大風速は3・畝sであった・そして13時に雌岐

島を通過し、15時には下関市の西北西約5・㎞の海上に達し・中心気圧は975mbで少厳く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

台風経路図

螺．

　9月15日　1矯
　　9時　　　970

　　卿ソ’
　　　の

塵’　　ぐ
楓、　必
　　　　　　　長

　　　　　レ　　　15竪
　　　望5

斎
　　丁』ノ’－一’

“一『一 j1

　　　　　　　／』　1

　　　，アF．　　　　　　　　松ざ　　　　　　　　　　1
’鱗　　郷』　’藏爽田r・一一一・・！．，一∫、　　　　　　　1

廊幾許餐麹墾剰
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　なった。

　　16時頃下関市地方（山口県豊浦郡北町付近）に上陸し、衰えながら中国縦貫道に沿うよう

　に東北東へ進み、18時温和野町付近、21時広島県庄原市のやや南を通り、岡山県中部を経

　て24時には兵庫県に入り、16日04時には若狭湾沿岸で1，000mbの弱い熱帯低気圧となつ

　た。

　　島根県では、台風が山口県北部から島根県鹿足郡を経て広島県を進んだ17時頃から21時・

　頃にかけて扇や風が強く・県の西部では時間雨量50～60㎜の雷を伴った激しい雨が降った

が、時間は短かぐ、総雨量は100～170㎜で西部の山間部で多かった。しかし、東部では時間

雨量は20瓢以下で、総雨量は30～60瓢であった。

　　風は浜田で最も強く、最大風速は19時40分に19．5皿／8（北東）、最大瞬間風速は19

時20分に32、6m／8（北々東）を観測、松江・西郷では最大風速は11m／s程度・最大

　瞬間風速は20m／8前後（北東～東北東）であった。

2．今回の異常気象の特性

〔1〕　このよう左経路をとった台風例は極めて少なく・昭和15年9月12日の台風27号・昭

　和42年7月9日の台風7号がある程度である。

｛21秋台風としてはあまり強いものではなく、前線による前期降雨はなぐ、風も雨も台風の中

　心に近い狭い範囲で強ぐ短時間であった。

　　　強雨域は台風の東進とともに順調に東進した。このため・雨量は台風の中心に最も近かっ

　　た県西部の山間部で多く、また風も西部で強かった。

（3｝県西部では床下浸水、家屋の一部破損、道路の一部損壊などの被害があったが、東部では

　　被害は軽微で、むしろ恵みの雨となった所もあり、松江市では8月8日以来続けていた第一

　　次給水制限を9月18日に解除した。

＠　上陸してからも台風の循環はかなり明瞭に維持され、台風中心の分裂はみられなかった。
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4．災害別被害状況
　「昭和53年1月2日から3日にかけての低気圧による島根県の暴風雪」

都道府県 島　　　　根　　　　県 区　　　　　分 被　　　　　害

公共建物 棟

報　　告

ﾔ　　号
最　　　　終　　　　報

非住家

そ　の　他 棟

流失・埋没 4¢

報告者名 消　防　防　災　課長

田

冠　　　水 44

区　　　　　分 被　　　　　害 流築・埋没 甚ご

死　　　　　者 人

畑

冠　　　水 見直

行方不明者 人 文　教　施　設
箇
所

人
　
的
　
被
　
害

重　　　傷 人

そ

病　　　　　院
箇
暁

軽　　　傷 人 道　　　　　路 r
I
筋

棟 橋　り　ょ　う
箇
所

一

全　　　　　壊
世
帯

河　　　　　川
箇
所

2

人 港　　　　　湾
箇
所

12

棟

の

砂　　　　　防
箇
所 幽

半　　　　　壊
世
帯

水　　　　　遭
箇
所

人 清掃　施　設
箇
所

棟 崖　く　ず　れ
箇
所

住
　
　
　
　
家
　
　
　
　
被
　
　
　
　
里

一　部　破　損
世
帯

鉄　道　不　通
箇
所

人

他

船　舶　被　害 隻

棟 通　信　被　害
回
線

床　上　浸　水
世
帯

海　　　　　岸
箇
所

2

人

ロ　　　

棟

床　下　浸　水
世
帯

，　災　世　帯　数
世
帯

人 り　災　　者　　数 入
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区　　　　　分 被　　　　　害
名　称

公立文教施設 干円

農林水産業施設 手円

都対
ｹ府策

ｧ
本
災
害
部

設　置 月　　　　日　　　　時

　　　　　－　　　

公共土木施設 干円 145，296 解　散 月　　　　目　　　　時

その他の公共施設 千円 105，281

小　　　　　　　計 掬 250，577 －

公共施設被害
s　町　村　数

団
体

災設

葬u

ﾎ市

�ｬ

{村
薄ｼ

農　産　被　害 胴 50，657

林　産　被　害 千円 8，014，190 計　　　　　　　　　　　　団体

畜　産　被　害 千円

水　産　被　害 抽

そ
　
　
　
の
　
　
　
他

商　工　被　害 柵

災適

c
用
口
　
市
救
　
町
助
村
法
名 計　　　　　　　　　　　　団体

そ　　の　　他 千円
消防職員出動延入寂 人

被 害　　総　　額 網 8，315，424 消防団員出動延人数 人

備
　
　
　
　
　
　
　
考

1．災害発生場所　　　島根県中部地方

Q，災害発生年月日　　S53，L2～3
R，災害の種類概況　　暴風雪による立木、有線放送施設

S．そ　　の　　他
@電力関係（中国電力皿島根支店調べ）
普j設備被害

@電柱（折損倒壊等）　　　　　　622本
@電線（断線混線等）　　　　　1，576件
@変圧器の焼損　　　　　　　　　　61台
@引込線（断線混線）　　　　　　556件　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　（2ナ総停電戸数　　　　　　　　20，069月

@安釆営業所管内　　　　　　　　400〃
@出雲　〃　　躍　　　　　　　　　100〃
@木次’〃　ガ　　　　　　13，169〃
@大田　〃　　ゲ　　　　　　　　1，800〃
@浜田　〃　　〃　　　　　　　　1，000〃
@江津　〃　〃　　　　　　　　500”
@川本　〃　　〃　　　　　　　　3，100’

一33，一
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矧

ビニールハウス
農

野 菜 畜　　産　　物

市町村名 件　数 金　　　額 面　積 金　　　額 ㎏ 金　　　額

松　　江　　市
’¢

浜　　田　　市
2

3，000

出　　雲　　市
30 8，303

益　　田　　市

大　　田　　市
18 695

江　　津．　市
2 870

平　　田　　市
33 2，400 2．4 8，640

島　　根　　町

八　　雲　　村

広　　瀬　　町

伯　　太　　町
i

仁　　多　　町

横　　田　　町

大　　東　　町

加　　茂　　町

木　　次　　町

三　刀　屋　町

吉　　田　　村

掛　　合　　町

頓　　原　　町
281 31

赤　　来　　町

斐　　川　　町
92 3，810

佐　　田　　町

多　　伎　　町
1 100

大　　社　　町

仁　　摩　　町

川　　本　　町

邑　　智　　町

大　　和　　村

羽　須　美　村

瑞　　穂　　町

石　　見　　町

金　　城　　町

旭　　　　　町

弥　　栄　　村

三　　隅　　町
10 250

美　　都　　町

匹　　見　　町

六　日　市　町

西　　郷　　町

布　　施　　村

市町村計
188 19，428 2．4 8，640

281 31

一34一
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重

産　　　　　　　　　　　　　　物 有線放送施設
花　　　　　卉 果樹・樹体 計

面積 金　　　額 面積 金　　　額
農　協　有 市町村有

6

6

1，000

■　　・

8，640
700

60

■

3，260

500

1，230

5

300

12
3，826 3，826 4，500

12 8，700 8，700 10，300

31 7，800

30 9，600 9，600 50，000

α2
432 432 700

6，000

200

1，000

2，064

1，000

150

300

13，500

700

0．2
432 54 22，126

3L229 84，674 20，607
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■

林 産 物

造林地の幼令林木被害（復旧可能 立木 室　ノ1日・口

E 天　然

市町村名 額
計

面積 面

松　江　市 血 轟4 勲 紀

浜　田　市

出　雲　市

益　田　市

大　田　市
2 758 33 18，150 18，908

1 2，720
186 324，153

江　津・市

平　田　市

島　根　町

八　雲　村

広　激　町
20 1，520　

25 2，725 4，245
81 16，857

伯　太　町
4 一298

17 1，716 1，924
， 81 2，282

仁　多　町
330 52，480

131 25，938 78，418
43 21，250 418 187，756

横　田　町
71 12，354

109 24，852 37，206
107 135，328

大　東　町
195 17，355

26 ＆242 25，597
10 12，969

加　茂　町
2 324 1 202 526

木　次　町
14 2，509

20 3，700 6，209
4 1，320

三刀屋町
125 11，652

58 9，437 21，089
11 135，328

吉　田　村
167 26，309

254 58，928 85，237
30 53，250

295 415，452

掛　合　町
511 83，293

390 203，970 287，263
94 123，870

852 1，355，640

頓　原　町
305 52，155

473 189，673 241，828
89 142，912 1，146 1，574，444

赤　来　町
316 46，136

208 79，456 125，592
126 228，106

909 1，452，063

斐　川　町

佐　田　町
21 3，612

16 3，984 7，596
24 28，593

多　伎　町

大　社　町

仁　摩　町

川　本　町
1 250 2 720 970 7 10，360

邑　智　町
19 5，890

42 14，532 20，422
113 114，241

132 170，098

大　和　村
19 2，356

11 3，817　 6，173
22 17，576

羽須美村
74 14，134

33 9，108 23．242
130 94，564

瑞　穂　町
5 260 58 17，864 18，124

58 73，940

石　見　町
5 1，105

2 636 1，741
20 7，451

金　城　町
22 12，308

9 6，768 19，076
9 18，250

旭　　　町
17 2，476

20 4，788 7，264
14 25，556

弥　栄　村
41 28，504

52 62，608 91，U2
85 115，728

三　隅　町

美　都　町
1 52 3 624 676 3 887

匹　見　町
18 1，045

9 972 2，017
7 15，974

六日市町
4 208 4 327 535 1 2，282

西　郷　町

布　施　村

市町村計 2，309 379，253 2，0U6 753，737 1，132，990
496 686，349 4，532 6，194，851
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公　　　　共　　　　土　　　　木

河　　　川 海　　　岸 港　　　湾 総　　額

計
合　　計

箇所 金　　額 箇所 金　　額 箇所 金　　額
計

6

㊧1 9，396 9，396 12，396

8，303

6

326，873 345，781 ㊦2 11，301 11，301 358，777

㊧1 1，243 13，084 13，954
齢 ㊧

1
29，915 29，915 41，655

■ ⑳1 2，048 2，048 2，048

60

16，857 21，102 21，102

2，282 4，206
、

4，206

209，006 287，424 290，684

135，328 172，534
173，034

12，969 38，566 39，796

526 531

1，320 7，529
7，829

135，328 156，417 156，417

468，702 553，939 562，265

1，479，510 1，766，773 1，785，773

1，717，356 1，959，184 1，967，015

1，680，169 1，805，761
1，865，361

4，942

28，593 36，189 42，189

100

⑳3 14，361 14，361 14，361

㊧1 15，972 15，972 16，172

10，360 11，330 11，330

284，339 304，761 305，761

17，576 23，749 25，813

94，564 117，806 118，806

73，940 92，064 92，214

7，451 9，192 9，192

18，250 37，326 37，326

25，556 32，820 33，120

i15，728 206，840 220，340

⑳1 8，098 ㊧1 8，168 16，266 16，516

887 1，563
1，563

15，974 『17，991 17，991

2，282 2，817 3，517

㊥1 27，909 27，909 27，909

㊨1 5，044 5，044 5，044
1 6443

㊥2 17，494
⑭　　5 145，296 8，315，424

，881，200 8，014，190
町村

37一



「

r昭和53年6月4日島根県中部に発生した地震」

都道府県 島　　　　根　　　　県 区　　　　　分 被　　　　　害

公共建物 棟
7

報　　告

ﾔ　　号

最　　　　終　　　　報

非住家

そ　の　他 棟
27

流失・埋没 藏

　　．�錘ﾒ名　　　　消　防　防　災　課　長

田

冠　　　水 肋

区　　　　　分 被　　　　　害 流失・埋没 紀

死　　　　　者 人

畑
冠　　　水　　！ 擁

行方不明者 人 文　教　施　設
箇
所

2

人
　
的
　
被
　
害

重　　　傷 人

そ

病　　　　　院
箇
所負

傷
者 軽　　　傷 人 道　　　　　路

箇
所

43

棟 橋　り　ょ　う
箇
所

全　　　　　壊
世
帯

河　　　　　川
箇
所

人 港　　　　　湾
箇
所

棟
5

の

砂　　　　　防
箇
所

半　　　　　壌
世
帯

4 水　　　　　道
箇
所

9

人
9 清　掃　施　設

箇
所

棟
55 崖　く　ず　れ

箇
所

3

住
　
　
　
　
　
家
　
　
　
　
　
被
　
　
　
　
　
害

一　部　破　損
世
帯

55 鉄　道　不　通
箇
所

人
181

他

船　舶　被　害 隻

棟 通　信　被　書
回
線

床　上　浸　水
世
帯

人

棟

床　下　浸　水
世
帯

り　災　世　帯　数
世
帯

人 り　災　　者　　数 人

1’
轟
春

、ぐ
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区　　　　　分 被　　　　　害
名　称

公立文教施設 千円 3，274

都対

ｹ府策

農林水産業施設 靭 112，895
県
本
災
害
部

設　置 月　　　　日　　　　時

公共土木施設 細 138，362 解　散 月　　　　目　　　　時

　　　　　曙　　　
その他の公共施設 佃 4，504

小　　　　　　　計 千円 259，035

公共施設被害
s　町　村　数

団
体

災設

Q置

ﾎ市

�ｬ

{村
薄ｼ

－

農　産　被　害 柵
368

林　産　被　害 手円 計　　　　　　　　　　　　団体

畜　産　被　害 剤
そ
　
　
　
の
　
　
　
他

水　産　被　害 千円

商　工　被　害 朝 185，685

災適

Q用
s
救
町
助
村
法
名

住　　　　　家 棚 20，649

非　　住　　家 柵 9，350 計　　　　　　　　　　　　団体

そ　　の　　他 剤 消防職員出動延人数 人
26

被　　害　　総　　額 千円 475，087 消防団員出動延人数 人 47

備
　
　
　
　
　
　
　
考

1．災害発生場所　　　島根県中部

Q．災害発生年月日　　S53、6．4

R．災害の種類概況　　地震によるもの

S．そ　　の　　他　　地震規模　　M＝6．1　（4日05時04分）

@　　　　　　本震位置　　N－35。05’　E－132。42’

一39一
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住　　　　　　　　　　家

半　　　　　壊 一　部　破　損 全　　　壊

市町村名 世帯 人 金　　　額 世帯 入 金　　　額

計

棟 金　　額

出　雲　市

大　田　市
2 4 1，720

10 26 2，590 4，310
1 50

江　津　市

掛　合・町

頓　原　町
16

・58 6，900 6，900

赤　釆　町
8 31 1，900 1，900

佐　田　町
13 39 1，951 1，951

1 2，400

多　伎　町
5 23 ’1，500 －　1，500

湖　陵　町

邑　智　町
2 5 2，550

3 4 1，538 4，088

大　和　村

旭　　　町

市町村計
4 9

4，270
55 181

16，379 20，649
2

2，450

1F
ξ
・

一

匡
「
回
漕

　

匡
旧

　
　
嚇

　
　
　
4

　
　
　
　

i
■

　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
巳

一

農産物（水稲） ’治山山復崩壊 公共土木（道路） 公　営　企　業

市町村名 面積 金　　額 箇所 面積 金　　額 箇所 金　　額 事　項 数量 金　額

出　雲　市
甚 磁 水道破損 1件

240

大　田　市
6

4，490

江　津　市
1

11，500

掛　合　町
1 493

頓　原　町
19

50，514 簡易水道 3ケ所
35

赤　来　町
2

0．1 4，000
4 14，217 簡易水道 3ケ所

50

佐　田　町
1

0．5 80，901
1 13，768

多　佼　町
3

1，205

湖　陵　町
1 12，643

邑　智　町 0．8
368 6 24，784 簡易水道 1件

30

大　和　村
1 4，748

旭　　　町 簡易水道 1ケ所 60

市町村計 0．8
368 3

0．6 84，901
43

138，362
415

湘

一40一

一



o

30

60

15

非　　　　　　住　　　　　　家 農地　・農業用施設

半　　　壊 破　　　損 農　　　地 農業用施設
計

棟 金　　額 棟 金　　額

計
地区 金　　額 地区 金　　額

50

辱　　　

8
1，200

12
3，900 5，100

8 4，95す
11 7，524 12ド477

9 3，721
3

2，461 6，182

2
1，500

3 300 4，200
5 1，954

5
3，634 5，588

1 282 一 282

3 791 2
2，674 3，465

10 2，700
15

4，200 9，350
26 11，701

21 16，293 27，994

公　共　建　物 商　工　関　係 教　育　関　係

事　項 数量 金　　額 事　項
事業
叶

金　　額 事　項 数量 金　　額

覆霧 癩
139
U0

439

破　損 4棟 3，690 び盟
40 185，000 197，540

11，500

493

敷地崩壊 5〆
200 商　品

1 500 中学校 1校 1，450 77，176

商　品
23 185 県立高校 1校 1，824 28，358

106，408

2，987

12，643

32，735

4，748

60

4，089
64 185，685 3，274 475，087

一41一



「

r昭和53年6月12日の島根県東部の強雷、降ひょう及び強雨」

都道府県 島　　　　根　　　　県 区　　　　　分 被　　　　　害

公共建物 棟
2

報　　告

ﾔ　　号

最　　　　終　　　　報

非住家
そ　の　他 棟

流失・埋没 4¢

　　一�錘ﾒ名 消　防　防　災　課　長

田

冠　　　水
44

区　　　　　分 被　　　　　害 流失・埋没
44 0．1

死　　　　　者 人

畑
冠　　　水　　－ ．4

行方不明者 人 文　教　施　設
箇
所

人
　
的
　
被
　
害

重　　　傷 人

そ

病　　　　　院
箇
所負

傷
者 軽　　　傷 人 道　　　　　路

箇
所

38

棟
1 橋　り　ょ　う

箇
所

全　　　　　焼
世
帯

1 河　　　　　川
箇
所

26

人
3 港　　　　　湾

箇
所

棟

の

砂　　　　　防
箇
所

半　　　　　壊
世
帯

・水 道
箇
所

人 清　掃　施　設
箇
所

棟
74 崖　く　ず　れ

箇
所

67

住
　
　
　
　
　
家
　
　
　
　
　
被
　
　
　
　
　
害

一　部　破　損
世
帯

74 鉄　道　不　通
箇
所

人
280

他

船　舶　被　署 隻

棟
15 通　信　被　害

回
線

床　上　浸　水
世
帯

15

入
53

棟

床　下　浸　水
世
帯

り　災　世　帝　数
世
帯

1

人 り　　災　　者　数 人
3

一42一

，
罰

ε
｛
t
，
。

ド

邑　｛
■

紅



エ
　
　
　
　

覧

…

、　i

区 分 被 害 都対

道

公立文教施設 冊 府策

農林水産業施設 千円 327，360
県
水
災

設　置 月 日 時

公共土木施設 朋 69，297
害部

解　散 月 日 時

その他の公共施設 紹 1，050
災設

小 計 朝 397，707 害置

公共施設被害 団 対市

市　町　村 数 体 策町
－

農　産　被
窒
口 銅 105，463 本村

部名

林　産　被
窒
口 千円 計 団体

そ

畜　産　被
里
耳 干円

災適

水　産　被 害 掬 宝用
口

の 市

商　工　被 害 千円
救　町

住 家 千円 23，750
助村

他 法名
計 団体

そ　　の 他 千円 消防職員出動延人数 入

被 害　　総 額 干円 526，920 消防団員出動延人数 人

1
． 災害発生場所 島根県東部（飯石郡を中心に）

2
． 災害発生年月 日 S53．6．10～12（12日以外は梅雨前線）

備
3
． 災害の種類概況 巨大な降ひょうによる稲幼苗の被害

考

一43一



『

住　　　　　　　　　　　　　　　　家

一全　　　　　　焼 破　　　　　　損 床　下　浸　水
計

市町村名 世帯 人 金　　額 世帯 人 金　　額 世帯 人 金　　額

松　江　市

浜　田　市

出　雲　市

大　田　市

横　田　町

木　次　町

三刀屋町
吉　田　村

掛　合　町

頓　原　町
1 3

20，000 、 20，000

赤　釆　町
74 280 3，000

15 53 750 3，750

佐　田　町

大　社　町

三　隅　町

西　郷　町

市町村計
1 3 20，000

74 280 3，000
15 53

・　　750 23，750

噸

多
妻
ー
ー
…
盈

農　　　　　　　産　　　　　　　物　　　　　　　被

水　　稲 野　　菜 花卉（幸歌ん 大　　豆 鯛（ぶ諭 い　　草　　たばこ

市町村名 面 金　額 面積 金　額 金　額 金　額 面 金　額 積 金　額 面積 金　額

松　江　市
4 7，000

浜　田　市

出　雲　市

大　田　市

横　田　町
55 19，200

1 1，200
3 3，042

木　次　町

三刀屋町
10 9，240

吉　田　村 4．14 1，904
9

4，212

掛　合　町 1．5 2，350

頓　原　町
3 340 5．4 8，000

赤　釆　町 160 23，040 12．2 8，040
1

5，000 4 200 11 600

佐　田　町

大　社　町

三　隅　町

西　郷　町
20

＆000

市町村計
163 23，380 76．74 37，144

1 5，000 4 200 12
1，800

4 7，000 43，526，844
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●の

公　　共　　土　　木 治山林地崩壊
農地 農業用施設

河　　川 道　　路 農　　地 農業用施設
計

箇所 金　額 箇所 金　額
計

箇所 面積 金　額 地区 金　額 地区 金　額

㊨

⑳1 4．4 7，340

9 0．9 22，000

2 0．2 5，000

雪　　　

7
0．7 20，000

6 0．7 15，000

10 L4 45，000

11 L3 51，000
i

星 遊

56，019
17 24 74，000

71
30，496

52
34，864 65，360

町 ⑰

4 0．4 25，000

1
0．1 5，000

⑳7 5，938 5，938

喰　　1 1　92 0　　7
�ｬF

3　　0
C 69，297

67 8．1 262，000
71

30，496
52

34，864 65，360

◎

．面積：紘

害 公　営　企　業 公　共　建　物

牧　　草 桑 総　額

面積 金　額 面積 金　額
計 事項 棟 金　額 事項 棟 金　額

7，000 7，000

7，340

22，000

5，000

3
1，080 24，522 24，522

20，0UO

9，240 9，240

6，116 21，116

2，350 47，350

8，340 79，340

60 2，900
2 115 39，895

黛

650
破損

2 400 240，074

25，000

5，000

5，938

8，000 8，000

60 2，900
5 1，195 105，463

650 2 400
526，920

一45一
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r昭和53年6月から9月にかけての旱害」

都道府県 島　　　　根　　　　県 区　　　　　分 被　　　　　害

公共建物 棟

報　　告

ﾔ　　号
最　　　　終　　　　報

非住家

そ　の　他 棟

流失・埋没 ’4

　　一�錘ﾒ名　　　　消　防　防　災　課　長

田

冠　　　水 4¢

区　　　　　分 被　　　　　害 流失・埋没 孟4

死　　　　　者 人

畑
冠　　　水　　一 紀

行方不明者 人 文　教　施　設
箇
所

人
　
的
　
　
被
　
害

重　　　傷 人 病　　　　　院
箇
所負

傷
者 軽　　　傷 人 道　　　　　路

箇
所

棟 橋　り　ょ　う
箇
所

全　　　　　壊
世
帯 河　　　　　川

箇
所

人 倦　　　　　湾
箇
所

棟 砂　　　　　防
箇
所

半　　　　　壊
世
帯 水　　　　　道

箇
所

人 溝　掃　施　設
箇
所

．棟 崖　く　ず　れ
箇
所

住
　
　
　
　
　
家
　
・
　
　
　
被
　
　
　
　
　
害

一　部　破　損
世
帯

鉄　道　不　通
箇
所

人 船　舶　被　害 隻

棟 通　信　被　害
回
線

床　上　浸　水
世
帯

人

棟

床　下　浸　水
世
帯 り　災　世　帝　数

世
帯

人 り　災　　者　数 人

一46一
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◎ヨレ

区　　　　　分 被　　　　　害

公立文教施設 千円

農林水産業施設 千円

都対

ｹ府策

ｧ
本
災
害
部

月　　　　日　　　　時

氏@　　　日　　　　時公共土木施設 千円

　　　　　『　　一
ｻの他の公共施設 千円

小　　　　　　　計 千円

公共施設被害
s　町　村　数

団
体

災設

Q置

ﾎ市

�ｬ

{村
薄ｼ

－

農　産　被　害 千円 674，644

林　産　被　害 千円 計　　　　　　　　　　　　　団体

畜　産　被　害 千円

そ
　
　
　
　
の
　
　
　
他

水　産　被　害 千円

商　工　被　害 千円

災適

c
用
口
　
市
救
　
町
助
村
法
名

計　　　　　　　　　　　　団体

そ　　の　　他 千円 消防職員出動延人数 人

被　　害　　総　額 千円 674，644 消防団員出動延人数 人

備
　
　
　
　
　
　
　
　
考

1、災害発生場所　　　島根県下全域

Q．災害発生年月日・　S53年6月～9月

R．災害の種類概況　　干ばつによる農産物

一47一



‘

○

農

水　　　稲 栗 柿 桑

市町村名 面　積 金　　　額 面　積 金　　　額 面　積 金　　　額 面　積 金　　　額

松　江　市
244 54，332

浜　田　市 12．5 7，480

出　雲　市
10

8，400
20

6，000

田　市
74

35，687

大　田　市 53．5
3248 35

1，750

安　来　市
330 41269 35 18585 19．7 2112

江　津
18 7789

平　田　市
500

60，000
40 1，800

鹿　島　町
20 208

島　　　町
3

1，540

保　　町 0．6
280

東出雲町
40 15，606

八　去　村 9．3 4，912 一

玉　’　町 3．3 1，805

宍　道　町 2．8 1，381

八　束　町

広　瀬　町
75 47，261

10
3，600

伯　太　町
21

11，457

仁　多　町
95 33，568

10 3450

横　田　町 4．8 1，450

大　東　町
13 7，272

加　　　町
3 500

木　次　町
4 580

三刀屋町 20．5 10，046

。　田　村 3．3 870

掛　合　町
56 20，765

頓　原　町
15

3，990

’　来　町
1 270

湖　陵　町
3

1，230

温泉津町
2 200

川　本　町 2．5 1，U5

邑　智　町
8

4，347
5 500

大　和　村 1．3
858

羽／美村
3

2，488

瑞　穂　町
50 5720

金　城　町
3

2，836

旭　　　町
4 2，264

弥　栄　村
3

2，932

三 隅　町 3L4 16，129

美　都　町
7 go

匹　見　町
10 127

津和野町
15 382 40 3200

日　原　町
33 4820

柿　木 村
20

5，080

六日市町
10

1，270

西　郷　町 1．9 1，917

施　村 0．5 578

海　士　町 9．8 7，930

市町村計 1，851 444，279
55 7，300

110 22，135 49．7 30，570
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面積：舷

●◎

●◎

産 物

ぶ　ど　う 野　　　菜 大　　　豆 な　　　　し 甘　夏　柑

面積 金　　　額 面積 金　　　額 面積 金　　　額 面積 金　　　額 面積 金　　額

22 2，140
60 3800

1 702 50 42，940
43 5928 108 66096

齢　　『

1 4，500

6 6，600

30 1，500

20 1，600
5 3，510

3 1，000

1 702 131 57，190
43 5，928　114 72，696

60 3，800

一49一



◎

6

農

た　　ぱ　　こ わ　　さ　　び 花　　　　卉 らっかせい

市町村名 面積 金　　　額 面積 金　　　額 面積 金　　　額 面積 金　　　額

松　江　市

浜　田　市

出　雲　市
1 1，000

益　田　市
大　田　市

安　釆　市
江　津　市

3 360

平　田　市
20 7，000

鹿　島　町
島　根　町

美保関町
出云

八　豫　村
■

町

六　道　町
八　　　町

8 2，400

広　一　町

伯　太　町

仁　多　町

横　田　町
大　東　町
加　茂　町

木　次　町

三刀屋町
吉　田　村

掛　合　町

頓　原　町
赤　来　町

湖　陵　町

温z津町
川　本　町

邑　智　町
大　和　村

羽Z美村
瑞　穂　町
金　城　町

旭　　　町 0．03
550

弥　栄　村
三　　　町

美　都　町
匹　見　町

和野町
日　原　町
柿　木　　・

六日市町
西　郷　町
布　施　村

海　　　町
市町村。

20 7，000 0．03
550 9 3，400

3 360

一50一
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な
、
喬

噸

面積：舷

産　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物

朝鮮人参 飼料作物 牧　　　草 茶　樹　体
総　　　額

面積 金　　　額 面積 金　　　額 面積 金　　　額 面積 金　　　額

4．1 5，250 59，582

，480

15．4

7，827

8，798

22 3，360 200，000

8，149

■ 68，800
・208

1，540
280

20，106

‡
4，912

0．8
850 2，655

1，381

1．5 1，139 3，539

84 5645 63，106

11，457

38，518

1，450

7，272
500

580

10，046
870

20，765

3，990
3 450 2，320

4，740
200

1，115

3 240 6，087
858

2，488

100 1，800 7，520

2，836

2，8ユ4

2，932

16，129
90

127

3，582

4，820

5，080

1，270

1，917
578

7，930

1．5 1，139 209．8 11，895
3 450 4．1 5．25 674，644

一51一
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A

辱
｛
重

r昭和53年9月15日中国地方を縦断した台風18号による大雨と強

都道府県 島　　　　根　　　　県 区　　　　　分 被　　　　　害

公共建物 棟

報　　告

ﾔ　　号

最　　　　終　　　　報

非住家

そ　の　他 棟
2

流失・埋没 勧
0．3

報告者名
■　　　　

消　防　防　災　課　長

田

冠　　　水 孟4

区　　　　　分 被　　　　　害 流失・埋没 4α 4．35

死　　　　　者 人

畑
冠　　　水　　■ 菰¢

行方不明者 人 文　教　施　設
箇
所

2
人
　
的
　
被
　
害

重　　　傷 人

そ

病　　　　　院
箇
所負

傷
者 軽　　　傷 人

1 道　　　　　路
箇
所

349

棟 橋　り　ょ　う
箇
所

2

全　　　　　壊
世
帯

河　　　　　川
箇
所

279

人 港　　　　　湾
箇
所

棟
2

の

砂　　　　　防
箇
所

22

半　　　　　壊
世
帯

2 水　　　　　道
箇
所

3

人
7 清　掃　施　設

箇
所

棟 668 崖　く　ず　れ
箇
所

45

住
　
　
　
　
家
　
　
　
　
被
　
　
　
　
害

一　部　破　損
世
帯

561 鉄　道　不　通
“箇

人 2，129

他

船　舶　被　害 隻

棟
8 通　信　被　害

回
線

床　上　浸　水
世
帯

8

人
16

棟

床　下　浸　水
世
帯

り　災　世　帯　数
世
帯

10

人 り　　災　　者　　数 人
23

o

○



、

遠

の

◎

雨」

区　　　　　分 被　　　　　害

公立文教施設 刊 6，871

都対

ｹ府策

ｧ
本
災
害
部

農林水産業施設 千円 950，863 設　置 月　　　　日　　　　時

公共土木施設 刊 776，291 解　散 月。　　　日　　　　時

　　　　　甲　　その他の公共施設 干円 4，177

小　　　　　　計 刊 1，738，202

　　　　　　『
]津市　　　15日19時00分設潭

@　　　　15日21時30分廃止

@　　　　　i

公共施設被害
s　町　村　数

団
体

災設

葬u

ﾎ市

�ｬ

{村
薄ｼ

衰　産　被　害 千円 403，878

林　産　被　害 千円 計　　　　　　　　　　　　団体

畜　産　被　害 干円

水　産　被　害 納

そ
　
　
　
　
の
　
　
　
他

商　工　被　害 千円

災適

Q用
@
市
救
　
町
助
村
法
名

住　家　被　害 千円 53，300

非住家被害 朝
20 計　　　　　　　　　　　　団体

そ　　の　　他 千円 消防職員出動延人数 人

被　　害　　総　額 千円 2，195，400 消防団員出動延人数 入 134

備
　
　
　
　
　
　
　
考

1．災害発生場所　　　島根県下全域（隠岐地方を除ぐ）

Q．災害発生年月日　　S53．9．15～16

R．災害の種類概況　　島根県を縦断した台風18号による

ｶ　そ　　の　　他　　局地激甚災害指定　　旭町

一53一
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住人の

孖Q
y傷

半　　　　壊 破　　　　損 床上浸水
市町村名 世帯 人 金　　額 世帯 入 金　　額 世帯 人 金　　額

浜　田　市
8 16 84

出　雲　市

益　田　市
2 7

1，000
550 2，100 25，000

大　田　市

安　来　市

江　津　市

平　田　市

横　田　町

加　茂　町

木　次　町 「

三刀屋町
吉　田　村

掛　合　町

頓　原　町

赤　来　町

佐　田　町

多　伎　町

湖　陵　町

大　社　町

温泉津町
仁　摩　町

川　本　町

邑　智　町

大　和　村

羽須美村
瑞　穂　町

石　見　町
4 15 800

桜　江　町

金　城　町

旭　　　町

弥　栄　村

三　隅　町

美　都　町

匹　見　町

津和野町
日　原　町

6 12 400

柿　木　村

六日市町
1 1 2 10

市町村計
1 2 7

1，000
561 2，129 26，210

8 16 84

一54一
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陰の

陰、o

家 非住家破損 農地　・農業用施設
床下浸水

計
農　　　地 農業用施設

計
世帯 入 金　　額 棟 金　額 地区 金　　額 地区 金　　額

56 169 196 280 7
3，084

8
4，582 7，666

205 718
25，000 51，000

2 634 634

36
14，804

16
10，318 25，122

且

12
3，995 ユ4 12，255 16，250

7
4，994

2
4，517 9，511

42 15，320
7

＆878 24，198

13
5，144

5
2，875 8，019

9
4，490

3
4，918 9，4〔B

6
2，297

2 901
3，198

1 8 200 200 40
22，591

26
47，098 69，689

31 108 310 1，110
91 46，027

26
21，278 67，305

11 2，876 1
3，912 6，788

1 2 0 0 38
18，452

37
30，310 48，762

16 35 300 300 72
41，752

19
16，451 58，203

35 13，733
18

12，871 26，604

8
3，384

2 388
3，772

3
1，288 1，288

2 398 2
1，548 1，946

400 4
1，516

1 360
1，876

1e 2 20

3工O 1，040 26，006 53，300
2 20 438

206，779
189

183，460 390，239

一55一
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農

水　　　稲 白　　　　菜
ノ、　　　ス

・　マ　帰　ロン その他野菜

市町村名 面積 金　　　額 面積 金　　　額 面積 金　　　額 面積 金　　　額

浜　田　市
280 37，248

出　雲　市

益　田　市
401 97，507

45 29，750 3．6 9，856

大　田　市

安　釆　市

江　津　市’ 132 33，600

平　甲　市

横　田　町

加　茂　町 4 447

木　次　町
卑

三刀屋町
10 1，273

吉　田　村

掛　合　町
5 226

頓　原　町

赤　来　町

佐　田　町
4U 5，086

多　伎　町
17 891

湖　陵　町
2 254

大　社　町
10 1，272

温泉津町
128 16，276

仁　摩　町 9．8 1，246

川　本　町
10 1，144

0．6
400

邑　智　町
40 2，288

大　和　村
40 2，574

羽須美村
37 2，860

瑞　穂　町
5 1，144

石　見町
43 14，014

10 3，190

桜　江　町
10 572

金　城町
60 27，110

旭　　　町

弥　栄　村

三　隅　町
300 51，660

美　都　町
10 1，100

匹　見　町
55 304

津和野町
70 4，900

日　原　町
65 761

柿　木　村
45 2，600

2 195

六目市町
50 1，704

市町村計 1，868．8 310，061
45 29，750 3．6 9，856 12．6 3，785

一56一
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の　イ
ー

陰◎

面積　加

産　　　　　　　　　　　　　　　　　　物

な　　　し く　　　り そ ば
設

面積 金　額 面積 金　額 面積 金　　額

人
　
額

の　　　口

@　　額
計

‡
50 37，298

8
2，400

196 20，975
1

14，365 174，853

33，600

447

五

1，273

5 940 2，000 3，166

丘086

891

254

1，272

16，276

1，246

20 200
1，744

ユ。
500 2，788

2，574

2，860

1，144

17，204

6 36 608

13 2，240 29，350

51，660

1，100

304

30 6，120
1 200 11，220

761

10．5
400 3，195

1，704

1 50 68．5 10，200
8 2，400

196 20，975
28 16，801 403，878

一57一
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1

1
4
｛

山　　　　　　　林　　　　　　　関　　　　　　　係

林 道
山　　　　生

市町村名 箇所 延長 金　額 箇 延長
流
金

　山
ﾓ所 面

綴
金 箇所 面 額

浜　田　市 醇 皿 4α
44

出　雲　市

益　田　市

大　田　市

安釆　市
江　津　市 ・2

16 1，182
2 0．1 3，000

平　田　市

横　田　町
1 0．1 3，000

加　茂　町

木　次　町
2 700 34，500

1
0．1 10，000

5 0．1 20，000

三刀屋町
8 0．3 30，000

吉　田　村

掛　合　町

頓　原　町

赤　来　町

佐　田　町

多　伎　町

湖　陵　町

大社　町

温泉津町
仁、摩　町

川　本　町

邑　智　町
4 2，200 105，000

4 0．3 16，000

大和　村
4 1，200 84，000

羽須美村
瑞　穏　町

石　見　町
3 29

2，222

桜　江　町

金　城　町
1 8 657 4 1，100 48，000

旭　　　町

弥　栄　村
5 32 2，862

三　隅　町
2 40 7，243

1 500 10，000

美　都　町

匹　見　町
5 80 6，748

1 600 36，000

津和野町
日　原　町

5 60
4，710

植　木　村
2 900 50，000

六日市町
6 2，600 85，500

市町村計
23 265 25，624

24
9，800 453，000

1
0．1 10，000

20 0．9 72，000

一58一



琳の

◎『

公　　営　　企　　業 公　　共　　建　　物

計
合　　計 事　　項 件数 金　　　額 事　　項 数量 金　　　額

水　　道
1 1，300 半　　接 1棟 1，000

3，000 ・　　　4，182

3，000 3，000

64，500 64，500 ■

30，000 30，000

121，000 121，000

84，000 84，000

敷地崩綴 2ケ所 1，457

2，222

48，000 48，657 簡易水道
1 120

簡易水道
1 200

2，862

10，000 17，243

36，000 42，748

4，710

50，000 50，000

85，500 85，500 全　　壊 1棟
100

535，000 560，624
3 1，620 2，557

一59一
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公 共　　　　　　　　　　土

‘　河　　　　　　川 道　　　　　　路 橋　　　　　架

市町村名 箇　所 金　　　　　額 箇　所 金　　　　　額 箇　所 金　　　額

5 620 11 91

浜　　田　　市

出　　雲　　市

益　　田　　市

大　　田　　市

3

安　　来　　市

江　　津　・市
13 14754 6 8420

平　　田　　市

横　　田　　町

加 　茂　　町

木　　次　　町

三　刀　屋　町

吉　　田　　村

2 94ユ

掻　 合　　町
2 51

11
頓　　原　　町

4 6887 2

赤　　来　　町

佐　　田　　町

多　　伎　　町

湖　　陵　　町

大　　社　　町
4 578 5 3554

温　泉　津　町

仁　　摩　　町
5

川　　本　　町

邑　　智　　町

大　　和　　村
，

，

羽　須美　村

瑞　　穂　　町 ’一’b

ワ

石　　見　　町

桜　　江　　町 o
つ

金　　城　　町 一

旭　　　　　町 4
1

弥　　栄　　村
1

一

主　隅　町 4

美　　都　　町
1

匹　　見　　町

津　和　野　町
1b 9　　6

日　　原　　町

ツ

，

柿　’木　　村

六　日　市　町

市町村計 「

｝1、 o．

一60一
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額

0
4
3
＆
9

3
4
8
τ
6
2

0
6
6
L

6
1
8
a
8

5
2
丁

oo@鴨
5
　
　
2
4
　
L
睦
U
　
　
3

1
4
9

7
4
7
亀

0
5
2
眠
3

6
9
1
a
1

脳
躍
　
L

8
0
4
一
別

6
4
2
L

5
3
5
歌
8

7
4
1
乳
5
1

7
了
7
乳
2
1

0
胆
a
5

5
2
3
生
7
1

9
8
9
L
4
1

7
3
3
a
4

4
9
8
鉱
3
2

1
0
1
生
0
1

7
2
6
L
4

5
8
0
a
9

0
3
5
α
1

0
6
0
宅
8

3
2
8
樹
3

0
5
3
α
2

5
9
1
3
5

0
9
6
宅
8

0
0
4
亀
9
1
a

総

額

1
7
8
臥

1
7
8
臥

係関

金

育

数

2

2

件

教

項
事

校
高
立
県

i

－
　
k

1
　
　
　
一

1

　
　
　
　
　
　
一
　
1
　
1

－
　

　
「
　
　
　

％
0
歌
5

5
8
1
a
3

0
6
6
L

2
1
9
5
2

5
2
7

1
4
9

1
8
5
乳

O
O
O
α
2

5
8
6
巳

2
3
1
巳

3
9
5
乳
F
O

0
4
3
「
お

5
9
7
乳
2

2
8
9
臥
4

5
3
8
1
m

8
4
1
生
一
〇

1
4
9
4
3

5
0
0
臥
0
1

8
9
3
曙
5
4

1
賂
a
1

0
1
上
4
0
つ
］

0
3
4
9

7
「
0
6
■
2
2

3
0
6
a
1

6
5
3

1
9
2
臥
7
7

計

1
　
　
■
　
　
　
　
一

　
　
一
　
　
　
【

－
　
　
　
　

　
　
－
　
　

－
　
一

額

8
3
7
2

9
1
0
L

7
9
4
口

4
1
4
つ
］

7
9
・
O
つ
一

9
9
門
ゴ
つ
身

9
1
4
9

5
i
2
9
3

防

木

金

1

1

マ
］

3

つ

1

1

一
〇

2
2

砂

所箇

　
　
1

　
　
　
■
　
　
1

上段：県工事
下段：市町村工事
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5．昭和53年発生の小災害（被害軽微）一覧表

2月15日～19日　　大雪　と　低温

農　　　産　　　物　　　被　　　害

農業用施設 野菜（イチゴ） 果樹・樹体

市町村名 件　数 金　　　額 面積加 金　　　額 面積勧 金　　　額
計

浜　田　市．
3

5，000 0．3 6，000 11，000

出　雲　市
34

9，990 0．33 ・　3，110 13，100

益　田　市
1 3，797 3，797

江　津　市
1 2，500 0．13

481 2，981

仁　多　町
■

横　田　町

大　社　町
44 35，200

L1 24，300 59，500

邑　智　町

大　和　村

羽須美村

桜　江　町

美　都　町

匹　見　町

海　士　町

市町村計
83 56，487 0．33 3，110

L53 30，781 90，378

●ピ

6月20日　　台　　風　　3　　号

農業用施設
公　　　共　　　土　　　　木

河　　　川 道　　　路 橋　　架 合　計
計

市町村名
地区 金　額

箇　所 金　額 箇　所 金　額 箇所 金　額
2

4，326
4，326 6，494

六日市町
1 2，168

2，197 2，197
海　士　町 1 427 1 1，770

3 4332
4，332 4，332

西ノ島町

5，580 5，580
知　夫　村 ・1 1243 ・2 4337

4332 2 4326
18，603

市町村計
1 2，168

・2 1，670 ・1 1，770 ・2 4337

●1



一

真
D

2轟　19～24日　　　雪

2月28日　　　　冬　　季　　風　　浪

公共土木
i道　路）

果　
樹
（
ぶ
ど
う
）

樹　　　体
iぶどう）

農業用施設 公共土木
i漁　港）

計

箇所 金　　額 面積忽 金　額 面積細金 額 件数 金　額 箇所 金　額

0．2 1，122 0．2
689 1 1，000 ㊥3 8，707 11，518

4 9，697
■

ユ 1，268

0．15
900

0．15 1，800
22

2，950 5，650

1 3，517

1
1，076

1 3，311

1 559

2
21，003

1 1，905

㊧1 1，506 1，506

12 42，336 0．35 2，022 0．35 2，489
23

3，950
4

10，213 18，674

◎

一63一



丁

6月29日～7月1日　　　梅雨

農　地　　・　農　業　用　施　設

農　　　　地 農業用施設 河　　　　　川

市町村名 地区 金　　・額 地区 金　　　額
計

箇　所 金　　　額

出　雲　市
1 122 4 3，889 4，011 1 504

益　田　市

大　田　市

平　田　市

斐　川　町
1 3，504

5 4，145 7，649 ㊧2 3，251

佐　田　町
3 663 6 4，144 4，8q7

多　佼　町 －

湖　陵　町
2 607 3 L1，443 2，050 ⑳1

422

大　社　町 ㊥5 17，9〔嵐

温泉津町
⑪1

940

仁　摩　町

美　都　町

市町村計
7 4，896

18 13，621 18，517

●・掴

7月11日～12日　　　前　線　に　よ　る　蒙　雨

農　地　　・　農　業　用　施　設
公共土木（道路）

農　　　　地 農業用施設

市町村名 地区 金　　　額 地区 金　　　額
計

箇　所 金　　　額

広　瀬　町

7 5，094

伯　太　町

1 1，764

大　東　町

木　次　町
3 1，342

4 3，420 4，762
］

三刀屋町
2 1，083

4 3，528 4，611 1

吉　田　村

掛　合　町

頓　原　町

赤　来　町

斐　川　町

佐　田　町
1 1，028

2 844 1，872 1

合　計
6 3，453

10 7，792 11，245
士

一64一
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前線による豪雨
公　　　　　　共　　　　　　土　　　　　　木

総　　　　　額

道　　　　　路 橋　　　　　架
計

箇　所 金　　　額 箇　所 金　　　額
2 761

11，800 15，811
，

U，632 11，63219 11，632

31，969 31，969
1
下

69，418 69，4181 461 ㊥1
337

⑭1
313 3，564 11，213

⑪2 3，015 3，015 7，822

⑱一1 2，142 2，142 、　　　　　　　　2，142

⑪2 1，107 1，529 3，579

696 17，904 17，904

6，768 6，768
・

⑪3 1，579 1，579 1，579

㊥1
696 696 696

337 162，016 180，533
・75

4 市町村1

　i　I
｝一網●

8月3日　　台　風　8　号

公　　　　共　　　　土　　　　木　（町村工事）

総　　　　　額 河　　　　　川 道　　　　　路
計

箇　所 金　　　額 箇　所 金　　額

5，094

1，764

29，131

24，283

15，790

1，961

2 1，412 1，4ユ2

4 9，768
4 3，201 12，969

10 3，687 3，687

43，152

121，175
4 9，768

16 8，300 18，068
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8月7日～8日　豪　雨 8月24日　　　　　蒙

公共土木（道路） 住家・床下浸水 非庄家・浸水

市町村計 箇　所 金　　　額 世　帯 人 金　　　額 棟 金　　　額

浜　田　市
2 2，101

大　東　町

加　茂　町
25 121 130 4 10

金　城　町 1 2，703

弥　栄　村
1 2，775

美　都　町
8 4，485

匹　見　町

西　邸　町
1 1，543

市町村計
12 13，607

25 121 130 4 10

●

9月29日　豪　雨 10月27日　豪 雨 11月27日～28日豪　雨

公共土木（道路） 非　　　住　　　家 公共土木（漁港）港

市町村計 箇　所 金　　　額 棟 金　　　額 箇　所 金　　　須

浜　田　市
1 752

益　田　市
20 10，101 全壊　1

94 2 5，449

大　田　市
1 14，868

平　田　市
3

19，905

鹿　島　町
1 43，105

美保関町
1 23，922

広　瀬　町
4 5，209

横　田　町
3 2，382

仁　摩　町
1 5，371

西　郷　町
3 72，567

市町村計
27 17，692

1 94 13 185，939
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雨 8月30日　蒙　雨

公共土木（道路） 公　共　建　物 公共土木（道路）

箇　所 金　　　額 箇　所 金　　　額

計

箇　所 金　　　額

5
2，165 2，165

浸水1
5 145

’　3 1，851

5 2，165
1 5 2，310

3
1，851

　i
レ輌●
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6、昭和53年中の航空機による災害派遣要請状況

月　日 時　間 項　　　目 要　請　先 内　　　　　　容

3月10日 12時20分

@　～
P
4
時
4
5
分
■

緊急患者輸送

@クモ膜下出血

@　67才　女

航空自衛隊

@第三術科学校

@（福岡・芦屋

@　　　基地）

隠岐郡西ノ島町

@黒木小学校グランド

@　　　　　　→美保基地

ｳ者、医師付添1人

u－107大型ヘリコプター

4月5日 17時10分

@～
P8時50分

緊急患者輸送

}性硬膜下出血

i樹上より転落）

@　　66才男

第八管区海上

@　　保安本部

i美保航空基地）

隠岐空港→松江　t

@　　　　　島根大学附属中

@　　　　学校グランド

ｳ者、医師、看護婦

a－212中型ヘリコプター

4月26日 13時11分

@～
P7時15分

緊急患者輸送

@脳内出血

@　56才　女

航空自衛隊

@第六航空団

i小松基地）

隠岐郡海士町

@県立隠岐島前高校グラノド

@　　　　　　→出雲空港

ｳ者、医師、付添1人

u－107大型ヘリコプター

4月28日 15時27分

@～
P8時50分

緊急患者輸送

@頭ガイ骨折

i吹付作業中の

@　　　　事故）

@　58才　男

同　　上

隠岐空港→出雲空港

ｳ者、医師、看護婦、付添2人

u－107大型ヘリコプター

@隠岐病院に専問医師不在

@のため県立中央病院医師

@を出雲空港から民間チャ

@ータ一縷で隠岐へ派遣

6月2日 19時00分

@～
Q1時00分

緊急患者輸送

o血性十二指腸

@　　　　潰瘍

@　31才　男

第八管区海上

@　　保安本部

i美保航空基地）

隠岐空港→松江

@　　　　　島根大学附属中

@　　　　　学校グランド

ｳ者、医師、付添1人

a－212中型ヘリコプター

一68一
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月　日 時　間 項　　　目 要　請　先 内　　　　　　容

6月7日 18時35分 緊急患者輸送 第八管区海上 隠岐空港→出雲空港

～
頭ガイ骨折 保安本部 患者・医師・看護婦・付添1人

20時35分 　脳内出血
i野球バットの素

（美保航空基地） B－212中型ヘリコプター

ヤ

振り中の事故）

10才　男

8月1日 10時50分 緊急患者輸送 航空自衛隊 隠岐郡海士町

～ 突発性腎出血 第六航空団 県立隠岐島前高校グランド

16時27分 70才　女 （小松基地） 　　－　　　一→美保基地
ｳ者、医師、付添3人

V－107大型ヘリコプター

8月6日 7時40分 緊急患者輸送 第八管区海上 隠岐郡西ノ島町

～
右足膝関節切 保安本部 黒木小学校グランド

10時20分
　　断のむそれ
i巻網漁船操業事

@　　　の事故）

（美保航空基地） 　　　　　　　→美保基地

ｳ者、医師、看護婦、付添1人

36才　男 B－212中型ヘリコプター

9月18日 10時25分 緊急患者輸送 隠岐空港→美保基地

～ 腹部大動脈 同　　上 患者、医師、付添2人

12時10分 瘤破裂 B－212中型ヘリコプター

80才　男

11月3日 16時05分 緊急患者輸送 隠岐空港→出雲空港

～ 脳内出血 同　　上 患者・医師・看護婦・付添1人

18時50分 44才　男 B－212中型ヘリコプター

11月24日 18時50分 緊急患者輸送 隠岐空港→美保基地

～
脳内出血 同　　上 患者、看護婦、付添2人

20時50分
（野球練習中の転

@　　　倒事故）
B－212中型ヘリコプター

15才　男

11月25日 14時25分 緊急患者輸送 隠岐郡海士町

～
穿孔性十二指 同　　上 県立隠岐島前高校グランド

16時05分
腸潰瘍 　　　　　　　→美保基地

ｳ者、医師、付添1人
56才　男

B－212中型ヘリコプター
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参考・過去の記録（航空機派遣関係のみ）

　　　　年次
n区

42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53・

島前地区

wリコプターによる
一 一 『 一 一

1 1
一 一

1 1 5

固定翼機

@による

1 1 1 2 3 1 5 4
一

1 3 6
一島

後
地
区

ヘリうブタ

@による
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

7

●・

第八管区海上保安本部所属航空機（美保航空基地）

型　　式

全　　長

全　　高

巡航速力

（昭和53年　3月　配属）

ベル式212型ヘリコプター

17．41肌　　　　　　実用航続距離　　412カイリ

　3．99常　　　　　塔乗者限界　　12人

103ノット

　　　　　　　　　　奪轡灘lll轡轡
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7．その他

1月20日

5月29日

5月30日

9月　3日

島根県防災会議　幹事会

島根県水防協議会

島根県防災会議委員会

第3回島根県総合防災訓練

　於　松江市（県庁周辺）

の一汁膨

地域気象（雨量二）観測所
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田
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。
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　　光
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江

oρv　　　’へ、だ・」

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　q

　　　　　　　　●出　　　　　松
　　　　　　　　　雲　　　　　江　　　　　1
　　●大　　　　　　　　　　O大　　　伯　　一
　　田　　　　　　　　　東　　　太。〆

　　　　o佐　諺1　　　　　　　　～
　　　　　田　　合　　　　　　　だ～一ヤ
　　　　　　　　　　　　　　●横　＼

畷．勧△一鼻，遇／
　　　　　、ノー　　　　　妻　　　＼
　　　ノ　瑞　レ．　　　　　　　山
●穂　　）
．，・へ■

　　　　◎　地域気象観測所

　　　　　　　（気象官署）

　　　　●　地域気象観測所　4要素の観測

　　　　O　地域雨量観測所　雨量のみ観測

　　　　△同　　上（・ポット観測所）
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